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’－新旧両長官挨拶一

就任の挨拶

柴 田 蕊

との塵,機川さんの突然の御退任に伴幟して,はから桃私非才にもかょわりませ歩林野庁
長官の後任に選ばれましたことは，偏に皆様方の心からなる御支援の賜と深く感謝に堪えない次
第であり堂す。幸に本誌の祇上をおかりする機会を得ましたので一言御挨拶を申述べさせていた
だきたいと思います。

維戦以来森林の荒廃は特に甚しく，国土の早急なる復興瞳,治安,経済の安定と同様国民的要
望として夙に叫ばれておることは申すまでもないのでありますが，幸にして，壹浦，横川両長官
の異常なる御努力と御熱意とにより，林業政策の根本であり,．又多年の懸案であった森林法の全
面的改正がなされ叉他方治山，造林，林遭等の公共事業も年とともに拡充強化されてまいる等果
すべくして果し得なかった林業政策の基盤と方途がと上に全く確立された訳であります。この両
先輩の残された御功繊とそはまことに特筆すべきものであると固く信歩るのでありますが，私は
この御両人が打ち立てられた確固たる林政の基盤に拠って，それを損うことなく全身全霊を打ち
込んでとの大任を果せる黙う強く念願しておるものでござい麦す。

皆様方の相も変らない御支按と御指導を心から期待して御挨拶に代えたいと存じます。
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お別れのことば

横 川 信 夫

今般かねての希望通り林野庁長官の職を辞めさぜていた壁〈に当り，本誌の紙上をお借りして
剃業技#|棚会の皆様に御挨拶の機会を与えられましたことは私の最も欣ぴとする所であります。

職りみ毒すれば25年3月三浦前喪官の退任の後を引き継ぎましてより今日まで2年と6ケ月
その間森林法の改正を始めとし，国有林野整備臨時措避法等為，林政施策上相当な難問が山積し
おるなかを，こ奴と云う失敗もなく任を果すことが出来ましたことは，これ偏えに皆様方の絶大
なる御支援の賜と心から感謝致しております。

大正14年に学窓を出てより満26年間，過ぎ去った人生の大半を林業に捧げてまいり壷した
私としては全く感慨無垂のものがあります。

愉しかった，又苦しかった思い出が走馬麓のように私の眼前をさえぎって行きます。美しかっ
た日本の森休，亭為として錐ゆる秋田の美林の中で佇づみ沈思獄考した後のあの澄みきった感情
等は，その中でも特に印象深いものでした，しかしそうした美林，美しく整った国土も長い激し
い戦争の為に過伐，乱伐が余儀なくされ全くみるかげもなく荒れ果てムしまったことは，ほんと
に残念なことム申さねばなりません，のみならずこうした森休の現況が災害を誘発し年,と歳為計
り知れない損害を国民に与えていることに思いを致すならば，今日程林業人の恋起が望識Lる時
期は無いと思うのであります。私も辞めさせていた壁きましたものム，老兵は死なずの磐ではご
ざいませんが，老兵となるにはまだ相当間があると自惚れておりますので野に下ってからも，林
業振興，山林復興に猫一層の熱意を傾けたいと念じております。

私の後任になら熱た柴田さんは人も知る，弓猫，力量一点非の打ちどころも無い方で，山林復
興についても異常な熱意をもっておられる方で御座いますから，来るべき林政加i策にも必ずや期
待されるものがあると確信致しております故，私共と同様の御支援をいた蟹ければ甚だ幸いと存
じておるのであります。

魅りに臨み重ねて皆様の御支援御厚誼に深く感謝致すとともに今後共猫一層の御鞭縫をお願い
致しまして御挨拶に代えます。
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この第13国会の終幕は一昨日の7月30.日，昨31日 た。之が国会をして思ひも寄らぬ乱闘を引き起した基礎的

とも夜の12時までやって，誠にあわた壁しく閉会になつ な原因であ務と私は思ひます。 ,
た様な有雛で，折角今日の様な機会にも何等の用意をする もう一つ，はげしく移り変る世界情勢と叉国内構勢の中

暇がなかったことを残念に思ひます｡ に自由党は占領軍の支持の下に異常に長く絶対多数党とし

今年のオリムピツクのマラソンでは朝鮮の塵君が4等に て政権を持ってきている。加之この変化の中に在って自由

入賞し堂した。此の前のベルリン大会では孫君が優勝し 党は3年も前の公約を相変らず強引に押し通そうとする。

た。水泳には昔から静岡県の浜名湖を中心として多くの名 占領下に於て騒乱が起ることが好もしいことではないため

選手を出し叉もつと古くは大阪の茨木中学から多くの名選 に時の政府を支持しなければならない，と言った穣な情勢

手を出して今日の水泳日本の基礎を築いたのであります。 の下に庇護されて来た自由党は，そして其の政府はともす

叉脅森県の大鰐地方からはスキ戸の多くの名選手を出し ると事情の変化を省みず自己満足的な態度で押している。

た。その他野球にしても卓球にしても夫々伝統のある所謂 この犠な状態によって国会の蕃議も非常に乱闘を伴ったも

名門の土地或は学校から名手力輔出ずるようであります。 のであると思います。

このように政治面に於ても政治に対する感覚の大きいと 予算について考へて見ますと平和発効後の本年度予算

ころから良い大政治家が生れるものであることが領づける 8,527億円は昨年度の補正予算を含めた7，”7億円に比

ようであります。林業界に於きましても日頃から，その様 べて590億円も多いのであります。国民所得が4兆9』000

な政治感覚を培って置く，即大政治家の生れる嫌な環境を 億円であるのに対して17％となって居ります。之を満洲

育て入置くことが重要なことだろうと考へまず。 事変の前に比べますと当時は15％そこそこであった。こ

先づこの国会は会期の150日力軟燕と延期されて5回に の嫌な膨脹予算の収入の主なものは租税印紙収入.6,387億

及び235日間を讃したのでありま､す漆，これは一体如何し で,75％を占めて居るのであります。政府は盛に減税茎
たことであらうか？平和条約に基いて独立日本の姿が出・ したと言って居りますが，それは一応税率は下げたかも知

て来なければならない最初の国会でありま､すも従って予算 れないが租税の対象となる国民の所得を相当多く見込んで

其の他の問題に於て日本の新らしい姿を出すものと考へら 居るの看あります｡税率は下っても国民の払う税金の総額

れるのであり童説 は逆に大分多くなって居るのでありますb然かも果して一

私は当初何歌,の政党会派にも所属して居なかったのであ 般国民の収入は増大したでせうか？此処に問題がある。

ります｡此の様な無所属の巻力嘆って第一クラブを組織し 一一問題の歳出の方は新聞紙上等をしばしば賑はした糠に講

て居ったのであり童すが，その後改進党ができた時に第一 和の結果日本が要する経費は一体幾何であるか？平和に

クラブは分裂して残遥者10名以下となってしまった。そ なった最初の27年度の防衛支出金は1,820億となって居
こで私は是燕非燕主義の緑風会に移って現在に至って居る りますb叉その外に賠脳喪だとか外貨'こ対する麦鎚，ガリ

のであります。 オア資金に対する返済金等が210億門，連合国財産に対す

今次の国会は相当乱闘が行織ｵLました｡それは長い7年 る補慨が'00億円,叉独立に立ち戻ったのでありますから
の間G.H.Qの承諾がなければ何も出来なかった。例へ 遺家族に対する援護費を少しでも出さなければならない。
ぱ一つの法律を野党の側で之を握りつぶそうということに これが231億円。これ等を合計しますと講和関係の予算が
なっても，突然G.H.Qから呼び付けられて今日中に解 2,361億にも達するのであります。

、

決せよ，と云った様な恰好で思うような蕃議は勿論，法案 26年度に於きま･しては占領されているための費用が全

の提案も修正も出来なかったのが講和須灼の鋤によって・ 部で1,356億円でありましたから,本年度は約1,000億
その嫌な重庄が無くな？たので，初あて2与党も野党も夫燕 も多くなって居るのであります。
思ひ恩ひに動けるようになり不自由が途中で自由になつ 一方内政菱は406億円を減少した。従って非蒲にやか
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(筆者）参議院議員 ましく論ぜられたのであります。減税をしたと言い乍ら，
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三浦：第13国会．を省みて

以上今国会に於ける主要な問題の概要を述べました。

次に林業に関係の深い問題を採り上げて見ます。

先づ第一に林業殊に造林の振興に重大な障害となって居

､る未錘世買収の問題であり議す｡農地法の中で林業関係か

ら見て最も重要視して居る第80条の蜆定，即ち買収した

未墾地の中で未開拓地の処分の問題であります｡これは基

準に照合して不適なものは買上げた元の価格を以て旧所有

者に返すことにな‘って居ります。この件につきましてつく

づく感じたことは今更乍ら山林に対する理解者力琲常に少

いと言うことであります｡~臨時立法であったものを恒久立

法に鰯且誉したのに依然として保安林や砂防法等を詞鯉､す

愚様な趣旨を含んで居る。私は広川農林大臣に言いました

が，一体この法律の第1条には農業の増産を図り，農家の

安定を期することを以って目的とする，と書いてあるが，

農地の屋根とも称すべき保安林を排蝋する様な処置を採る

ことは矛盾も甚しく成って居ないではないか，と言う点，

それから開拓の期限を厳挺定めることになって居り，直ち

に成功検査を行うことになって居り乍ら成功期限について

猶予を認め，且つ3年経過後には期限をウヤムヤにしてる

点，之は未墾地買収により地区計画が樹てぱ直ちに開拓に

着手すべきものであって，3年間もの猶余を与へることは

何のためであるか，このことは開拓をた堂単に面積を増加

することだけしか考へて居愈↓殺人の狭い職場根性から来

たものである。狭い憩上の人が広い北海道に行って開撚に

着手したものが開拓を捨て上北海道から逃げて帰る。叉26

年度でも割当左受けても行かぬ者が半分もあるという例が

非常に多いではないか等，具体的に町村につき数字を指摘

して運用上再考を促したのでありました。

次に電源開発胆関する法案でありますが，之は農林業関

係者にとっては非常に大きな問題であります。9分割に関

連をもつ此の電源開発促進法案は議員提案で-ｻﾆが事実は安

本が作ったもので，此の電源開発法案に関連を持って居る

ところの通産，農林，建設の関係各部局が何れも平等の立

場に於て協力縄まるために経済審議庁（旧安本）が公平に綜

合的に華本計画を樹立すべきものである。結局此れにつき

ましては各立場からする協礒の請求は夫燕平等でなければ

ならぬ。且つ之に》ついては完全な補戯をしなければならぬ

と言うことに修正させたの遥あり蕪す。

行政機織改革の問題につきましては林野庁を国土省に移

すということは未然に防ぐことができましたが，林野庁を

内局にやずるという問題になった。何故林野庁を内局にしな

ければな舞いかP行政機織改革の根本方針･であるところ

の簡調上,責任の明瑠上,事務詣率の向上，不必要な人員

の整理等の要点については政府は何等答えられない。

今回の行政機織の改革は結局，アメリカ式の委員会制度

その実情は自然増を見込み，且つ内政費を406億円も削る

と云う，これが瓦向剥の日本の姿でありますb .
更に賠償の問題は未だ決って居ない。現在の国民生活水

準は昭和9～11年の100に対し73～4の程度であるが

昭和28年度末に於ては之れを90％に回復せしめるため

に本年度は此の予算が必要である，と言った穣な苦しい説

朋を政府はして居ります。この予算につきましても御存知

の通り非落にもめたの毛あります。

更らにもめた原因の一つは選挙に対する思惑が強かった

ことであります。その為めに所謂溌土産法案に類するもの

が非常に多く出された。例へば鹿児島，宮舗方面の出身の

議員がシラス地帯対策法案を出したというがjこれがとう

とう全国的に拡大されて崩壊し易い地帯の対策法案に形を

変えてし護った。叉一方に於ては段々畑（傾斜地農業振興

法）対策が出て来る。別に積雪寒冷単作地対策法もある。

全く農業に対する補助助成について形式的には実に到れり

尽せりの状態にあります。之等は何れも選挙対策に備える

だめのお土産法案でありますb

廃止間ぎわの占領軍係官の指導もあって，近ごろ政府が

苦心して作った法案を議員提案の形にして出す例が相当に

多いのであります｡これも選挙民に対して自分の有能なる
ことを誇示する為めに提案者,特に説明者になる運動力癖

んのよろであつた。実はあんまり内容を知らぬ為，政府委

員に質疑応答は一切まかして委員会に一度も姿を見せない

のも居りました。

平和条約関系の法案以外に例の保安庁の問題がありまし

た6軍隊は作らないが国内の治安を保つために予備隊と海

上保安隊を強化すると同時に組繊化する保安庁法案，それ

から70万の朝鮮人(大部分は北鮮系であらうが）と共産

党の暴力に対する防衛の為め団体を処罰する問題，即ち破

防法一一之は非常に社会的の反対も強く，結局は緑風会の

修正通りに落ち着いたのでありますが－－一等で非常な混乱

な来し，参議院ほ遂に議長職権という非常措置の下に一切

運営された。而かも此の神聖なるべき議長に対しても舌爆

を働き，叉記名投票一一所謂堂舜あぐり一で採決をやつ

い為途中で夫れを妨げる目的で反対派議員のスクラムが壇

上縦二組まれて大混乱となり，議長は事態しゅうしゅうの為

め採決栽行中休けいするという未曾有Q措澄を講じた。斯

くてもみにもんだ挙句漸く破防法は通過しました。叉或は

労働関係法に於ても大騒ぎガ程きました。然しこの法の成

立によって国有林関係の労務者が団体交幽櫃を獲得したこ
とは一つの進歩歪ありますb

次に叉行政機構の改革の問題についても最後まで操め，

遂には両院協議会にまで持ち込まれて漸く大した數革もな

しに結末を見たのであります。
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浦：第瑠国会を省みて
一
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力城府の改嘩に依りますと290部となる。その醗葡率

は32％であります。所ガ理琳関係の剖舵げについて考へ

て見ますと現在の120部が改正案によると農林部33，経

浩部12，外2，合計47部となり，その圧縮率は実に60

％となるのであります。而かも日本ば俊林国であるのに此

の機な措澄は誠に当を得ないものである，と云う論定遂に

之はﾀM摩力燕告すればよいと言う形転二なったのでありま

す。

晶後に昨3’日の夜の劇的な場面に於て危ぐ生還した人
事院の問題があり童龍之は人事院は公務員の保護機関燈

あったが，そのやり方がパタ臭くて而かも実質的には心か

ら公務員の支持を受けて居るとはいえない。今回璃職を

廃止して国家人事委員会とし，総理府の中に撞いて国会肱
〆

に政府に勧告することができると云う組織にしようとする

提案であります。人事院が最近漸く､日本的のものになりか

けて来たものを今甑つ幕Lてしまうことは惜しいものであり

ます｡社会党あたり当初から此の政府案を論ず積り-竃居り

ました。一方与党の方でほどうでも之を通す稜りで居った

のでありますが，此所に一つの面白い，こと力握った。と云

うのは保安庁法案に伴って保安蕨職員の給与法案壷当然も

つと早く審議すべきであったのでありますが，之がまだ成

立して居ない。明8月1日から保安庁が発足すると言うの

にその職員の給与法が決って居なWうれば俸給を出すことが

．できない，と言うので与党ではあわてL保安庁職員の給与

､案をど5Lても通さなければならなくなったのでありま

す。これが人事委員会にかふつたのでありますむとうとう

この船与法案は通すことができたが人事院の廃止案は流れ

･てし震った。かくて第13国会の最後の一瞬に於て人事院

は生き返Pって現在のまL存騒されることになったのであり

､龍す。私は此の機会#こ速かに人事院がその使命の達成に勇

気を以ってまいしんすることを祈ります。

以上で大体第13国会め報告を終りますが，これに附け

加えて置きたいこと.ほ今国会でも或はその前にも価巖も悶

題になって居る治山，治水の所管の問題であります｡今国

会侭前述のよりに一応は国土省移管の問題は砂防局問題共

に防止できましたが,今後又何時再燃するとも分らないの

･鱈あります｡従って早く農林省関係から強力な「理水法」

と言った様な法律を制定する必要があると存じます｡林野

当局はじめ関係各方面に於て充分の研究の上迩賊る可<

早い機会に，この難な力強い法律を作らなけれぼならぬと

思い議す｡

最後に私幟最近の機会に於てより多くの林政理解者が議

席を占必為ことを皆穣と共に念じて錘輩らぬ報告藷終りま

す。鍔し致しました。 （女責駿原）

◇ ◇

は日本には向かないから成るべく廃止しよ弓と云う点と，

外局を出来るだけ内局とし，且つ内局の部制は国家行政組

織法の示す如く之れ詮廃したいという二つの点に重点が置

かれて居たと申すべきでせろ。当初試みられた一府允省案

から提出の一府十一省案迄の経過には総理府の中に予算の

編成権と法政局を入れる，といったことも老へられたよう

であります漆,結局耐しも有矧蜘郷になってしまう雛な醜

態左呈したのであります。

林野庁についで云へぱ,漸く林野行政が班道に乗った今

日に於きまして，今更内局にもどそうという改悪案は幸と

して遂に葬られてしまったことは誠に同慶の至りであると

思ひます。抑も外局とは如何なるものであるか，之を種々

のﾀ編について調査して見て定義して見ますと(1)現業的
な性絡を持って居る。②予算人員等規摸が非鴬に大きい，

等でありまして，当然林野庁は外局として残すべきである

｡という線が強くなって来ました。ところが此の様な状態に

於て国会の審議の最中にあるとき，‘鋤ﾛとして.7月14日

頃に砂防局案なるもの力覗ほれて乗たのであります｡河井

内閣委員長が内閣委員会の秘密坂纏めをしてる席上自ら立

って，この様な非常なデリケートな時期滋選んで突然出し

て来たの種ありま､す。之は誠に奇怪なる事態と譜5べきで

ありますが，私捻緑風会の総会で河井委員長,赤木正雄君

と大いに論議を闘はし策じた。結局他の委員達も此の際之．

は遂に取り合はなかったものですから，漸く河井案なるも

の蟻今回は引き込んだのであります｡対ﾈ委員長は心から
不満の意を内閣委員各位に洩らしたという。此の機会に忍

は楠見，竹下の両委員に対し皆穣と深く敬意と感謝を捧げ

度いと思います。

堂林局の移転の問題噸鋤現ても極めて自然のことであ

りまして実現する可能性もあり，叉私達も何とかして実現

を期し度かつたのでありますが,前に述べました河井委員

長の砂防局案力渓然出て来たために，残念ながら之を強く

推す機会を失してしまった。然し此の営林局の診転は必ず

近く実現を見るものであろうと確信致します弓．

次に民有林関係に大きな関係が持たれるところの地方庁

の林務部の問題一一つ蓑り地方自治法の改正法案でありま

す。人口100万以下の県にあっては4部，人口100乃至

200万の県にあっては7部，250万以以上の府県では8

部，北海道にあっては.……．と而かもその部の名称も限

定し,且それ以上の部を作るには総理大臣の認可詮要する

と言う要旨でありますが，これはこの穣な劃一的な取扱を

すべきではない，地方聯消に応じた在り方によって各都道

臓県で夫埒決あるべきものであります。この穣な中央集権

的な制度は良くない，而かも雌の様に部の名前まで限這;‐

湯ことば常識外である。現在全国に合計395部あります

瀞
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2
用材林特に幼壯令人工林の評価について

篠田
一
ハ 郎

この式をみて解るように，式そのものが与えられても.こ

の式に当てはめるべき各因子即ち生産せらるべき丸太の種

類，品等，径級等を先づ予想し，ついでそれら丸太の最寄

市場に篭ける時価を決定することが必要であるし，その他

に禾幅率,伐木造材から小出，さらに最寄市場までの運搬

讃及び諸雑擬並びに金利率，企業利益率を算定し或いは決

定する必要があるので，これらが適正であり妥当でなけれ

ばそれらから計算鯰に出される林木価絡は，従って現実に

．即しないものとなる。即ち，同じ考え方による同じ算式が

与えらｵlj光からといって，求める最後の維果たる林木価絡

一一立木価絡までが多くの因子について個人的見積腰相異

がある以上当然に同じくなるというものではない。この点

からすれば，算式の統一とともにさらに各因子について個

人的見穂に陥らぬよう適絡な基準を作つでおく必要がある

．なお，この式樅二ついて別の機会Iこ述べたように．市場価

逆算式は，金利率と企業利益率とを区別し，しかも企業利

・益率については，それが本来，期間と関連しているもので

あるに拘らず』事業期間が半力年’1カ年或いは2カ年曉置

あろうとこれを区別しないという矛盾がある。この点は，

金利は利潤の一都分であるから，企業釆嵯率だけとし，そ

れの決定は，その時の一般企業総豊本収益率を基準とし，

これに伐採事業の危険率を加味して行うべきものである。

従って前記の算式は次の通り書き政ぬられる。

X=f(iar_B)
但しX, f"A, n,Bは前記算式と同じ, pは総

盗本利益率（月）に伐採事業の危険率を加味し

たもの。

叉この利益率を市場価の幾％として計算するよう指示

している場合があるが, _Eの利益率を用いるどす乳他ぱ，投

盗額に対して幾％とするのが妥当であろうし，式そのも

のも変える必要がある（富裕税,相鏡税における山林評価

の如く）。これらの点に関しては，なお問題はあるである

5が，かくして算出せられた林木価緒は時価』売買価とい

うことができる。現実に行われる取引においても，おおよ

そこの；ような順序と方法によって取引価格は見積られ売買

されるのであって，その林木の生産原価一二壱成費には無

関係に生まれる価絡である。 ．

しかるに林価算法は，売買価の外挺饗用価.(正しくは原

森林評価の新たな場合として最近注意をひいたのは，日

米安全保騨条約第3条に塞ぐ行政協楚の実施に伴って，駐

留軍の用に供する土地等(土地等とは土地若しくは建物若

しくはこれらに定着する物件叉は土地収用法第5条に規定

する権利をいう）の使用叉は収用に際して壁あ為。

この場合，その評価の目的はこのような辮態によって使

用叉は収用される燕ホー綱地と林木一一に対1シ賃借料，

買収価額及び損失の補億並びに駐留軍の用に供しなくなっ

た土地等の返還に伴う損失の補髄額等を算定するにある。

森林の賃借料には〃そこにあ割緬くは直接関係しないか

ら，こ上では鍼しないが,収用の場合とか,使用開始に伴
ってその使用される土地仁ある林木を伐採，除去する必要

の生じる聯合には，その土地等の所春着は，自らの事構に
よって，その土地等を手放し叉は処分しようとするのでは

なくて，その林木の状態力罰誹ド直裟のものであろうと，な

お伐採に数年或いは十数年を要するものであるうと，それ

にほ関係なく,‘止むを莚ず受動的に,その森休叉は称木の

一部叉は全部を手放L叉は伐採峰赫業経営を一時中止す

るか縮少するか,或いは全廃するということになるのであ

る｡.この嫌な事情は，開拓，自作農誹設のための未霊地買

収の場合におかれた土地等の所有者の立場と全く等しい。

このような事態において，林木の評価はどのような基準

によって行わるべきであろうか。

以下従来の評価方法を吟味1ﾉつL;この場合に採用せら

れた評価基準を述べて各位の参考に供することとした。

用材林は，天然林でも人工林でもそれが或る径級又は林

令以上のものであれば，その評価には一般にそれから生産

赴観もるべき丸太の最寄市場に滝ける時価から，そがまで

に要する伐木造材,小出その他の擬出運搬経喪及び諸雑我

とともにこ*しら諸経費に立木代を含塾た投下盗本に対する

金利及び利潤を控除して算出せられる所謂市場評価逆算の

方式が採用せられている。その公式は次の通りである。

･ X=f(壹歳忘一B)
．但しX=評定林木単価f=利用率

A=:=素材･の最寄市場の平均単価、＝資本回収期間

p==金利率r＝企業利益率

.B=素付の単位材積当りの事業費合計

;澤
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篠田：用材林特に幼壮令人工林の評価について

価というべきであろうが,林価算法では，本来の原価の外

に，それに対する利子叉は利潤を複利によって加算したも

のをいう）及び期望価（或る財貨から将来獲得しうる｡と期

待される収益力一一利益の現在価叉は現在価合計である

が，その特殊な場合として，その純収益が年々同額で永久

に豆るとしたとき，その財貨の現在価を収益還元価とい

う)･をもって，林木を評価する方法を教えている。しか写し

現実には，伐期以上の林木に対し，この費用価叉は期望価

による評価は，特殊な場合（例えば，その経営体全体を一

括して評価する方法の一つに，収益還元価による場合がお

るが，この方法はその経営体の所有する各種資産を個々に

叉は種類毎に評価するものではなく，その経営体全体から

獲得しえられる年盈の純収益を利益率で除して求める方法

であるから，土地,林木等と別々には評価しえない）を除

いて用いられていない。 ．

ではこの費用価又は鱈望価は,幼令林の評価に利用せら
れるものなのであろうか。

守

一般に幼令林は公平な取引，売買が行わｵしず，従ってそ

の適正な価格としての時価，売買価は求めえないといわれ

る。しかしだからといって，か坐る幼令赫力評価の対象と

ならないということではなく，対象となる場合はありう

る。即ち従来から国有林において，その不要存置林野を売

紙わんとするとき，公有林野官行造林地を契約解除すると

きなどに必要であったし,終戦後には財産税をはじめ,富

裕税，相続税等課税の場合，未墾地買収の場合や，国有林

野の鑿脆に当って国有林野を売払い叉は民有林を蝋入し，

或いは交換せんとするときなどにもその必要があるが塾今

問題にせんとする駐留墨或いは予備隊の用に供宇る土地

等に関して，これが評価の対象となる。

このような場合に従来はどのような評価基準，評価方法

を用いていたか，その要点を坂纏めれば次の通りである。

(A)髪用価叉はそれに準ずる方式によるもの

（1）国有林の不要存置林野売掻の場合
利用価値を生じない人工植栽による幼令木竹がある

場合には，利率を年5分として鋳用価を計算し，そ※

※の現状を考慮して算定ず為。

②公有林野官行造林地の契約解除の場合

国の有する持分の価額に相当する金額,但しその金
額が造林のため国の支出じた金類と之に対する重利計

算に渋る年5分の利息に相当する金額との合計額に達

しなI､ときはそが合計額とする。
（3）未墾地等の対価弊定の場合

‘現行は改訂せられて後に述べる期望価方式になって
いるが改訂前のものを参考のために掲げると，人工植
栽の場合は，未だ矛幅価値を生ずるに至らないもので

市場価逆算によ遍評価方法によるのが適当でないもの
の対価は，造林のために支出した額とこｵ1,に対する重

利計算による利息との合錦額の範囲内で定めるものと
する。但しこの場合の重利計算に用い･る矛悴は公定利
率と学るが,その適用には年4分とする。

側財産税法の場合
造林後下刈終了までの林令（具体的にはスギ1～

］0年，ヒノキ1～10年の如く）にある森林潅幼令林
としその林令に属するものは所謂費用価を原則とする

（5）富裕税，相続税の場合

林令一年のものについて，植栽のために投下した資
・本の額から国庫補助金葱控除したものとする。

（6）国有林野整備の場合

林令1年生及び2年生のものについては，苗木代，

地舗凝，植付殻,下刈その他の経費とし純然たる原価
による。

以上のものほ総て餐用価を基準どするものであるが，そ

の内容をみれば

(a)幼令林といっても，それが1年生又は2年生耀け

について費用価を適用するもの，利用価値を生ずるに

至らないという甚だ漠然とその林令を親崖しているも

の或いは1～10年生とその範囲を明瞭に示している

ものなど種埒になっているし (b) その費用価の内

容としては，投下額そのものに限定するもの，さらに

それから国庫補助相当額を控除した額とするもの或い

は投下額とそｵしに対する年4～5分の重利計算に，こる

利子相当額との合計とするものなどがある。

(B)期望価方式によるもの

現行み未墾地買収に際して行われる幼令桃の対価算定方

法だげである｡その詞蝉式は器

、
、｛

』

曽

艶

墨…
■一
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H愚,，囮=＝

但しH"&=m年生の林木期望価u=伐期Aw=主伐収種n,n'=間伐年次D雛＝n年次における間伐収謹
D,‘ノ=nﾉ年次p=利率B=地価V=鐵理資本

鈴であるが，その式中uは一般に経営案叉は施業案の定め

る伐期であり, pは当該地方の実情滋参酌して5分(25.

10月～26．9月は4分であったが,現在では5分に変更さ

れている）の範囲内で定めることとなっている。従って幼

令赫に限らずJ u年生以下の鳩林も含めて,この3鱈;で
総て評価され,所謂期望価を与えることとなるが，この期

望価方式はその式の内容をみても解るように,m年生の林

木についていえば，その期望価には，今後の収益と喪用と

が問題になるだけであって,m!年以前の収益j費用(造林

畿等を含む）には全く無関係に算出せられる。即ちこのm

年肇め林穂明望価は擬用価とは殆んど無関係であることと

ともに,それ以下の林令の林木についても,叉それ以上u年
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篠田：用材林特に幼壮令人工林の評価に‘ついて
－

叉は2年生のもの

⑫評価は，造林蕊

を主とし，それに

犠理饗等を加えた

原価によっている

が，それ以上の林

令のものはこのグ

ラーゼルの式か叉

生の林木についても，この両価値の間には蔭接の関連はな

い。このことと，幼令林の最低年令である植栽直後の造林

木についていえば，そｵしに要した諸経費力極めて明瞭に造

林費等として圃妾身近かに意識せられているが，それに対

して,期望価式の5ちに含謝して率癒因子となる利率の
決め方如何によっては，算織せられたその林木期望価は，

その造紘蕊等を大きく上廻り，叉は下廻って現われる。こ

のことは未墾地買収の場合等に，その期望価式のうちの利

率の決定に当っては，一般的な経演事情の考慮よりも’年

生の喪用価を重要な目喪，尺度とするということに大きく

作用するようになりはしないだろぅか。もしそうだとすれ

ば，期望価が，将来一定の純収益詮撞られる赫木を購入し

て林業経営を行った場合，その時の経済事幡に応じた利廻

り左期待するものとすれば，その制沐を現在幾何で買い，

幾何を投下すればよいかを意味するその長所，特徴を失わ

しめることとなる。

このよう､に林木評価の基準は売買価費用価及び期望価の

3種が一般的であるが，このほかになおこれらの中間的な

性質のものがある。それは財産税における幼令林と成熟林

との間にはさまる壮令林について富裕税及ひ湘続税，国有

林野整備における’年生乃至2年生の林木と標準伐期叉は

適正伐期令級のものの間にある制令の林木に対し用いられ

るグラーゼルの公式による算定方法である。この式は

AMM=4讓理i21-C
、但し Af=ifi鑿の林木価

A卵＝成熟林の最低林令n年生の赫械Hf
C=造林溌

であって,Anは総て時価一一売買価によるが，cは原価

であるから，この式によって両者を結びつけて生輩れる価

絡は,､原価とも時価ともい上えない'ものとなるであ･ろ5．

この式によってえられる価綴は,An,C,nが一定であれ

ぽ，林令の自乗(iz)によって変化し，耕冷がますIこ従っ

て急激に大きくなる偽叉この式は幼令林の最高を林令何年

のところに定めよぅと，若干変更するだけで同じ性質の価

格ガ鎮出できる。即ち財産税の場合にはそ恥を’0年“

しスギ，ヒノキ）とし，そのときのCとAnとを同犠

に結びつけた。しかしこのグラーゼルの式本来の適用はこ

の様に幼令林の最高を適宜に定めて，謝しとAnとを結び

つけ為べきものではなかるう。現に仮りに10年生をその

最高とし，そ淑鼠以上をケラーゼルの式で緒ん輝職合，その

曲線の傾向は両側で変化し，スムースには接合しないで，

次の図のようになるであろう。

それはともかくとして，期望価な用いる未墾地買収の勅

令林木評価を除いて，その他の評価は例外なく林令1年生

侭
柊

リ

1 3 5 7 IO M今 ラーゼルの式か叉
は費用価によっている。このように，幼壮令林の評価方法

がまちまちで，その時その場合によって一定せず，費用価

期望価叉はそれらと鈎靭以上の林木売買価とを組み合ぜて

用ﾙ､るなど種為な方法が行ｵつれ癖せられるのは，このよ

うな幼壮令林の所謂時価が不朋であり，その重要な基準と

なるべき市場価，公平な取引価締がない霞ということに原因

するので鯵って，それがえられるならば，勿論それを塾錐

としで当該休木は評価せられ，算出ぜられた価騰も，現に

行われるt彫蕊以上のそれとほ堂同程度の妥当性をもつもの

どなるであろう。このことは叉,伐期以上の人工造林木の

売買価が，褒庄では天然林の林木価綴涯よって規整せられ
事

ていて，その育成に要した原価と売買価とに直接の関連の
ないところにその根本があるということにもなろう。何れ

にしても，これら幼壮令赫に関しては，客観的な妥当な価

鰭の基準を欠1,,ているというべきである5．

しかしながら，以上みだように，その評価の目的が買

収，賠価，補償,課税などと異っても，それが1年生叉は

2年生の林木である限り（た壁一つ未墾地買収の場合左除

くが，この場合には前に述べた矛盾があるが），所謂廓N

をもってその称木の価値，価絡としている点は，そこに明

確な理論はないとしても，これをもって一応妥当な評価で

あるとしているのであろう。若しそれが認められれば，次

はそれ以上,伐期未満叉は利用価値の生じない幼壮冷林の

評価方法如何ということである。

従来の方法をこの部分について謹塁すれば

0)幼令林はあくまでも費用価（一部利子を含湖によ
り，それ以上の壮令林はグラ戸ゼルの式によるか。

②1年生叉は2年生を原価により，それ以上をグラー
ゼルの式で求めるか，叉はこの時代のも．のは，市場価

があっても，それが費用価に達しなければ，その凝用

価をもってその林木価緒とする。

といったものであるが，これらについてその林木の所宥者

の立場から､すれば，その林木の造成,育成のたぬに要した

諸経擬は少くともそれを回収しえられ，出来5れぱ，さら

にその土地に応じた投下資本に対する利潤を含珍て評価し

たいであろう。即ち将来よりも過去の投盗額力琵づ回収せ

られ補俊せられることを最低線と考えるであろう､。この傾

向はその林求が幼令なほど却って強いのではなかろうか。
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っても，あながちこれを批難すべきものでほなかろう。も

っともこの計算に重要な因子となる伐期収穫見穣額は，地

位の判定による収穫鐙の予想と収謹時の木材価路，労賃，

物価等詮想定して行われるから，想定の時期と収穫時期と

が距れぱそれだけ-これらの予想が現実と一致しないという

ことになるであろう。

これらの問題が実は林木評価に重要な意義を有するもの

であるが，それを今とやかくいっても急に解決せられる問

題でもないので，おおよそ以上のような検討の続果，この

場謡舵臘擢揮による使用叉は収用によって起る林木質上

叉は伐採,除去に伴う損失補俄の場合の林木特に幼挫令赫
の林木評価は次の埜準によって行うように決走をみた。

「伐期未満の森林の立木価格朧，当該林令までの毎年の造

林等の経費の，当該森称の収益率による当該林令までの元

利合計額とする。但し用材としての市場価絡のある場合は

前号（市場価逆算式をいう）による。

なお，これが運用基準詮定め算定の因子についてそれぞ

れその範囲，算定の方法を規定しているが，それは省略し

て最後にこの方法と従来の方法(謝望価によるものは(5)に

掲げる）と左比較してその異同点を列挙することとする。

（1） 1年生叉は2年生の原価を最低に，伐期収穫見穣額

を最高とすることは，何れの場合も同じいぷ，この方

法においては，伐期をその地方俄行の最低伐期とした

ことが異なる。 、

（2） この二点間を何らかの方式で結びつけることは変ら

ない。
識

③この二点間に入る林令の幼壮令赫は，他の方法では

グラーゼルの式によるか， 10～15年生までを費用価・

それゐ以上をグラ戸ゼルの式挺よるか叉は予め他の因子

から決定した利率詮用いた費用価によるかであった

が，この方法では，一応伐期迄一貫して徴用価による

こどとなるが，そのとき用いる利率ば鍵実の赫地に即

して伐糊収幽須とそれまそに要する請径喪とから計郷

的に求めた利率一一いわばその林地の利廻り詮用いる

ものである。

（4） 1年生又2年生までは原価によるが，それ以上詮ゲ

ラ戸ゼルの式によって割算ずる結果は，特に幼令林に

おいて，その式の性質から，それまでに要した豊水投

下額を下廻って算出せられることが多いが，このこと

は補俄の場合には妥当ではなかろう。

（5）期望価と比較すればこの方法では用いる利率がその

林地，制沐に即したものである。従って見方によって

はこの方法によって算出せられた林木価榊改蕊用価で

もあり，叉期望価でもありうるということである。

（完）

これ腱対して，その林木を買い，しかもそれを造休地と

してその漆些引き続き伐蛎迄存続するが，他えの投資と比

較して不利でない.よ5iと考慮するとすればこのような人の

評価は将来どう木材価絡が変化するか解らないながら，現

在の木材価格に多少将来の変化を加味し，その時の一般の

利益率に育成林業の危険率などを考慮し，それ左以て利率

とし，期望価的な算出方法をとることによって，その価値

は決定されるであろう。

もつとも，これら希望,期待による幼壮令称の評価にお

いては，それ力泣つ林地の地利，地位その他樹種或いは木

材価格の推移如何によっては，一部利子麹含む原価(饗用

価）と期望価との関係は一定するものではなく，ある時に

は費用価が#鰹価を超貴.ることもあろうし，叉反対に期望

価ガ溌用価を超えることあり，稀れには両者が一致すると

いうこともありえよう･

このことは，受用価式と期望価式とに含まれる年度制の

収入，麦出の内容と大いさ力湘一致していても，そのほか

に算出結果に大きく影瀞ずる利率があることによるのであ

る。もっとも磯用価による林木価額中には，当然に地代に

相当するものを含むし，識用価でなくとも，林木を売買す

れば，その売買価絡のうちには地代に相当するものを幾何

力輔待している。なおこの地代に関しては，地価x利率に

よるか，現実の地代によるかで異なり，その地価にし亡も

その時価（これも幼北i冷沸の評価と同穣に，取引が少いた

めに適絡には求めえないが，或る程度推定できる場合もあ

る）か叉は現在の固定盗産税台帳の登録価柘を用いるかに

よって，費用価そのものも，.期望価そのものも相当に異っ

て喬醇せられる。林地にして若し仮りに，売買力瀕繁に行

われるものとすれば，原則的には，馳位，地利の優劣と木

材価絡及び一般経済事情力響然にその土地の売買価を決定
して，その土地からえられる利益率は，平均化栓ら説てく

るであろうから,一般企業の総資本収益率に林業の特殊性
を加味した湖蘂総濱本収益率（これほ制業利率といえよ

う）は，その時の経済事情ともとより一定の灘蓮において

ではあるが，一定となるであろう。即ちあるべき地代と造

林輩等な併せて考えれば，それが伐期において示す利廻り

は，この利率を中心に地価を変化せしめ，造林費等の授下

を制限するであろう。

しかし鍵蕊には，洗業緯毒昔も認誹嗣f宥渚も，このよう

な計算によって造林事業を行っている訳でもないし，地価

地代もこのよう准闘系にあるもの壱もない。従って現にあ

る造林地について,鍵夷の造林費の没T"('現在の貨鰡而

値に換算する）と伐期収謹見積額（間伐収穫を含む）とか

ら算出･ぜられる利廻り－収益率が，池代を除いても，そ

の地位，鮒副によっては，なお1％にも達しない場合があ
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パルプエ場に於ける貯木量とシーズニングの問題

宮邊健次郎

結局工場使用赴に対する最低の貯木錘を決定すれば良い

のであるが,其の最低愛とは工場消費鐘に或る程度の予備

量左加算した雛であるから，予購數を決定すれば最低の貯

木量を算田出来るわけである。

第ユ図に示した如くAの部分即ち入荷の下向線が二E場消

費鐙の綴と合する恵より，次に上向線力跡工場消費量と合

する点迄の間の面積“荷遥の画く曲線と工場消費の画く

直線とが作る面談）と此と反対な動きにより画かれる面職

Bとが等面積で,其の入荷蕊が工場消費量に等しい場合，
図面上で，此の工場の入荷は「量」に於て適切な入荷を行

っていると言へる。然し此の面積A,Bがただ単に等しけ

れば適切な入荷とほ考えられない。例へぱ今もし冬鶏に向

うにつれて入荷がさほど減少せず，この傾向が夏期近くま

で続き，此より急激にｽ菰が増加して叉其の減少も急激で

ある場合にもAとBの面談が等しくなることには変りはな

いが，これは貯木場の諸操作に困難が伴1，､理想から縁遠く

なる．

以上の場合は予備量という事を考えていな↓錫合であ

る。

第2図入荷グラブ②

（1）

戦後急激な進展左続けつLあるパルプ工業は其の原料た

る木材を大量に必要とし，其の木材は工場の貯木場に貯蔵

されるが,其の盗本,利子,保険料,腐朽材等を金額に換

算すれば，其の数字は彪大なものである。今もし其の貯木

量をあやまれば，其の量が小鍾なる場合は工場のパルダ生

産に支障を来たし，大量に過ぎれば，いたずらに腐朽材を

生ずる綣果となる。

そこで工場に於ける貯木鐙はどの程度iごすればよいか，

即ち貯木の最低貯水量を決定する事はパルプ工場として大

営な問題である。

（2）

ユ日の消蟹賦だけを毎日入荷せしめるならば，貯木量は

工場の消費量と常に合致し零である。此は理想の入荷量で

あり，今此をグラフに画くならば，入荷のグラブ線と消蕊

のグラフ線は一致する。但し鼠に於てである。然し操作に

は常に予備力泌要である。此の予備愛を工場消幾量に加算

したものｶﾐ,最低なる場合，此の工場の貯木斌は最低量で

あると判定出来るのであるが，此の予備砥を如何にするか

が，こふに言う問題点である。

第1図入荷グラフ （1）
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そこでまず貯木溌に対する工場消斐鉦に対する理想入荷

11 12 ．1 2
月,別
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宮辺；パルプ8工場に於ける貯木鐘とシーズニングの問題
一

あるが，此は是正さるべきであり，叉此の原因は探究さる

べきであることは，先に途ぺたが，要は両曲線が工場の消

費瞳を基準にして，此と入荷の曲線が平行であれば最もよ

く其の差を最低にjする事が最も理想的な入荷斑麿あら5．

第3図流動数曲線

線を作る為の基礎資料が何であるか左考えてみる。第一の

資料は其の工場貯木場への過去数ケ年間の入荷伏況蓬出来

るだけ詳細にしらべることである。この状況を年度別に各

月の入荷をダﾗﾌ化すれば,年度別月別入荷の状況左一見
して把握することが出来る。

次に過去数ケ年間の平均竃とり，グラブ化すれば更に明

瞭となる。此は出荷した地方の状況，即ち其の時の天膜‘

輸送，パルプ材の蓄獄,出廻り，市況，労働等関係事項を

調査し，各年毎の入荷グラフを検討し，此を修正しつ上最

後に此より過去の入荷のグラフを作製する。此のグラフは

一応其の工場の入荷のグラブとして大きな参考となるもの

である。

此は実情に即応したｽ荷グラブであるが,次に選想とす

るグラフを作製する。此は机上に於ても作製出来る。其れ

に加味すべき因子は実悩より一般の統計数値を主とした方

が良1,,と思5．

然る後其のグラフが上述のグラフと如何に相違している

か御嫁計してみれば更に過去の入荷の状況の適否”つか
る。

（4）

貯木量の過去から現在迄の推移状冊を知るには樹種別或
は晒パルプ，未晒パルプ用材別等色点に区分し，過去の調

査せんとする開始年月日より，調査ぜんとする現在の年月

日に至る工場消費量と工場貯木場への原木入荷鐙との推移
●●●●●

関係を所謂流動数曲線で示せば良い。
●●O●●

流動数曲線とは毎日の消菱撞を累加ぜる曲線と，毎日の

入荷趣を累加ぜる曲線とに依って作獄し，両線の縦巨はそ

の日の貯木量を表し，職巨は入荷せるものが使用されるに

要する平均毒日を表はすものである。

此により樹匿別，或はパルプ製造目的別等にグラフを作

製し工場入荷量累高曲線と工場使用斌累高曲線とを癩寸す

るのであるが,此の場合両曲線の差は即ち工場の貯木量を

示すものであるから，年度別，月別に其の多寡を調査し，

此と同時に何故に其の没に於て多寡を生ぜせしめたかを他

の方面例へぱ，其の発生年月日に於ける出荷地方の状況

（市況，輸送，労働関係其他)或は工場のパルプ製造状

況，一般経済事情等を調査すれば此の場合の不規則入荷の

原因を探究し得るの象ならず，両曲線の間瞬ﾛち貯木鐘を

次の機会涯是正する事も出来る。
●●●●●

更に流動数曲線は現状把握の為のものと，将来の計画の

為のものとの2種類に別け作製する。前者は過去の実績に

より，後者は工場消費舐を各盈基準とした将来の計画鐙に

より作製され，いずれも将来の計画量立案或ほ過去の入荷

検討上必要なものと考える。

第3図は入荷累高曲線と工場使用累高曲線の差に大小が
、

(万石）
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（5）

再び第1図にかえり,AとBの面職力難しい場合に｢溌」

に於ては工場の消菱量を満足fする入荷赴看あるとした。即

ちAの部分は消費（一）を表し，B､の部分ぱ増加(+)を

表はす。AとBは1ケ年間を考えると（＋)，（一）は相殺

されて，丁度工場消隻量の線に合致するのであるが,今此

に考えんとするのは先に述べた予備雛である。第1図中

(a), (b)ほ其の部分を表したの毛あるが(a+b)*

如何にするかが問題である。

此には次の5つの場合勃鍔えられよう。

(1) aの部分(冬期入荷）を少くし, bの部分（夏期

入荷）を多くして(a-Irb)の適鍾を満足せしめる。

（2）其の逆とする。

(3) aの部分とbの部分を等しくする。

(4) aの部分を零とし, bの部分のみとす･る。

（5）其の逆とする。

まず（2）と（3）の場合は現在迄の種掩の経験より無

理を生ずるから（1）の場合左検討して綣果を導くと良
い。（4）の場合も考疑られるが，理想ではな.<（5）の

場合は実情より無理を生ずる。

（1）の場合の検討資料としてまず過去数ケ年間の入荷伏
況を調査すれば次の事項がわかる。

（1）何月な境として（＋）と（－）が変換するか

(2)AとBの量はどれだけか

（3）予備没はどれだけであったか

（4）年度別に於て翌年度への繰越戯が翻しだけあったか

等力鶏つかる。

一

、

蕊

。二

~
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宮辺：パルプエ錫に於ける貯ﾎ鐘とシーズニングの問題

まず本項（1）については過去の実演より大体4，5月

頃ということがわかり（4）についてもa, bを麺Eする

目安を得る。

次に必要なことは此等ｽ荷の月別ｽ藏比率である。此を

知れば何月に’年間の何％が入荷しているかを知ること

が出来る。

とする。9ケ月を境とする生材と乾燥材との割合を求める

ために入荷関係書類により算出されたものが次のものであ
った場合，平均41.5％である。、

屑別|"1 121.可百F同
溺|副3213!'竿l3o|"1

51 61ｱ' ’' ''16
坐|銅ls1‘･'4.|2c

之を入荷予想370,000石に振りあて第4図上に示され

た－－線と一線との間の材叡が生材の歎を表はす｡生材

はその程度によって一定期間のシーズニングを必要とす

る。言い換えれば直ちに使用出来ない生材の相当鐙は予め

準備して置かねばならないことになる。

冬期間の入荷調足箪に対する10月に於ける貯木鐘を予

想曲線により算出し得為から此の期間に於ては当然ﾌ辰足す

る生材の錘と同遼の予備材を貯材しなけｵしばならないこと

になる。 ．

而もシ戸ズニング期間は，1ケ月毎Wこ減少して行くので

あるから，今例に従って5ケ月までに使用不能の生封簸を

図上に画けば一線と－一線の間の材積であることもわか

る。

即ち5月まで使用不能の生材の量は次の様にまとめあげ

ること誠出来る｡

‘瀧ｫ贈伐採後職駆蕊未
b 4月度 〃 8ケ月

c 3月鹿 〃 7ケ月

d 2月度 〃 6ケ月

e :l. 月度 〃 5ケ月

f 12月度 ．〃 4ケ月

g 11月度 〃 3ケ月

以上を合計したものである。

今例示した図上よりl堺､麺を求めてみると35,000石

を得る。

之は操作上の余裕酋珈算されなければならない。此の余

裕鐙は工場の消費量及過去の入凋量の誤認鍵により決定さ

れるものであらうが，今5,000石であると仮定すれば即

ち10月度に於ける貯木必麺は

60,000石十35,000石十5,000石=100,000石

となり，此の場合の5月に於ける最低貯ｵ輯は40,000石

となる。叉5月以降に於筵も相当量の生材が入荷するので

あるが，此の期間は入荷潟:力轆鎚詮を上廻る時期であり，

且奏季シーズニングされた生刺が逐次使用可能となってく

るので，大きな必腰はないと考えられる。

（7）

先に述》ぺたaとbで表されたものについて今一度考えて

み‘る。 aの部分は冬期予想線より多く入荷する数量喧あ

（6）

ではシーズニングの剛迩を考えてみる。

従来バﾙブ原本は或程度のｼ､一ズニングは必要とされて
いた。シーズニングの必要性に就ても，叉その範囲に関し

ても種盈の職見があったが，大体8，9ケ月は必要と考え
て良いと思う。

今此の問題に関する関係を入荷率について実際のｽ荷報
告書類を基礎として自己工場への入荷の生材と乾燥材との
比率を調査してみる必要がある。此の割合を全入荷壁に乗
ずれば生材と乾燥材の石数簡韓出出来る。

従って貯木場に於ては此の生材は入荷月日にシーズニン
グに必要な8～9ケ月になるたあの日数券貯木場で積んで
おくことが必要である。

渥
今
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では例について説明する。

第4図の入荷曲線と工場消費遥線とにより画かれた面

積,即ち入荷腫詮面積計蝉により算出して60,000石とな

ったとする｡､即ち10月に於ては冬期の不足澄60,000.石

を貯材しておけば此の工場は操業に支障を生じないと考え

られ，而<する時は5月初旬に於ける最低保有職は零であ
る。原木に対してシーズニングの問題の甲で混和材･の問題

が無ければ，原木入荷より工場搬入までの時間だげの余裕
を見ても，最低貯木鐘は殆んど零であってよい。

今パルプ原木伐採後9．ケ月のシ戸ズニングを要するもの

－10－
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宮辺：パルプ工場に於ける貯木鮭とシーズニンゲの問題

る。即ち(a+b)の量が適当な場合工場消喪量に対して
適切鮫入荷と仮定したのであるから，上例では10月末腫

は貯水麓は

60,000石十35,000石十5,0叩石+(a+b)石

となるわけである。此は何の目的で加算されねばならぬか

と言へぱ次の場会が考えられる。

（1）材の混和の場合

（2）不時の災害に対する予備の為

（3）市況其他経済事情の変動或は近き将来に於ける木

制価絡高騰に備える為

（4）其他会社経営方針等

此を簡単に説明すると

（1）の場合

此の間闇ほ貯木場操作の為の貯水とも云えるが,現状よ
りすれば,原木は現地に於て生材と乾燥材を区分して別個

に輸送する場合は多くは考えられない。混和された場合が

非常に多い。之が為工場に搬入す場場合使用可能と恩はれ

るものも，生材と乾燥材の区分が手数の点で困難であるか

ら直識入を避けねばならない。

混和する事がどれだけパルプの品質に影蒋をあたえるか

は，更に研究を要する問題であるが，其の度合がわかれ

ば,其の許容限度迄は混和していても援入出来るから，此

の点の研究は謬F必要であら5．

（2）の場合

何時起るか予測出来ないものであるから，まず此に対す

る貯材は必要ないと考える。

（3）の場合

会社経営上最も老慮されている点で，此はまず定期的の

ものではなく，例へぼ近き将来の木材価絡の高騰を見越

し，現在多斌に職入した場合には其れ力泣木でなく，発駅

峨入の場合は多くの場合すぐ鱗に工場貯木場へ輸送される。

其の量を予想することはまずまず困難である。

（4）の場合

（3）の場合と大体同様の方向に動くものと考えられる。
結局此の中，問題どなるのはい）の混和材の場合であ

り，此は先に述べた研究が行はれるならば，数字で表はす

ことが出来る。

従って(a+b)の量は自己工場に於て数堂勃鑓当に算

出出来るわけであるがa>bの場合よりa<bの場合

が殆んど大部分である事は現状より当然である。

従って10月末に於ける貯木量は次の様になる。

60,000石十35,000石十5,000石+(a+b)石-Y石

（但Ylt10月末迄の混和材の中許容限度内で工場で

使用された石数）

此の中(a+b)石は1ケ年間の混和の為の余分な入荷

であるが,冬期間の入荷aはほとんど各月共蕊化なく期待

する程の鐙ではないが，夏期入荷のbは各月麹上し，大体

8月を最高とし，5月より漸次上昇し，8月最高となり，

叉大体下向の入荷をとるから，其の戯は入荷通関係書類よ

り算出出来る。

X(a+b)石が,5,000石と考えるにはあまりに4鑓

で5,000石は貯木場操作上上例くらいの工場消費石数の

パルプ工場に於ては必要な激で(a+b)石を5,000石の

混和の為の予備材と考えるのは適当でないし，実際上の問

題から先に述べた式の石数は必要であらうと考える。其の

決定的な数厭は其の工場侭々に於て決定さるべきものであ

り言概には言へ”､し，混和材のパルプ品質に及ぼす膨響
に関する研究が解決されなければ其の結論は導かｵ1,ない。

（8）

シF-ズニングは貯木量決定のために重要な因子である

が,此はどの程度の期間が必要であるかは，今後残された

問題であり，例へぱ伐採後の木材の化学的成分の鋤この研

究も必要と思はれる。此の問題はパルプの品質に大きな影

響をあたえることは事実であるから，此詮解決すれば，パ

・ルプの晶質を向上するのみならず，山元協詠場は勿論，工

場貯木場の讃操作及盗金効率の向上に大きな効果をもたら

すであらう。
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進歩した最近の椎茸栽培

今井 正
一
一
一

L_ ロ

緒 言

昭和の初頃から椎茸の菌糸によって人工でｵ{露の栽培を

行われるようになってから稚挙僕培は確実で容易なもので

あることがはっきり解って来た為に各地で盛んに人工栽培

を行うようになった。その後菌糸の性質生態が研究され管

理方法にも非常な進歩改善力珈えられて今日に到って居る

然るに昨今各地で盛に椎茸栽培が行われるようになった

にも拘らず，この進歩した充ての事情を知らないために〃

旧態依然たる自己流或は栽培器具の販売宣伝に偏して，無

駄な方法を行って居る向き雲いように思ほれるので，私

は最近の進歩した栽培法を出来得る限り平易に解り易す

ぐ，なるべく図解によってお話して見たいと思う。

第1原木の選樺

椎茸栽培に使用され愚原木は，学者の研究によっても，

私の体験からしても，殆んどりLての樹蘆に生えると言って

もよいのであるが針鶏封よりは潤葉樹がよく，潤葉樹の中

でも容易に得られる樹で，攝質のよいものが沢山生える樹

種を択ぶべきである。現在経験と研究の結果ナラ， クヌ

ギ，クリ，シイ，カシワ，カシ類，シデ，ソ戸等が使用さ

れて居る。このうちクヌギ，シデ，コナラの3種は営業者

力殿も賞用して居る。但しクリ，シイ，カシ類，カシワ等

も甚しく不適当なのではなく殊に温暖地方は常緑樹を使用

号-ることは，嵩を容易に手に入れられる点で，むしろ得策

であると考えてよろしい。ヅーラが最も賞用される理由は発

生状態が最もよろしく，品質も上等なもの力鵯られ，温暖

帯地方から寒冷地に渡って広く錆して居り,糖木の坂扱
いが何んとなく具合がよく，樹皮の状況もよいからで尭

鶏。クヌギば肉の厚い上等な品質のものが生え.,､発生年数

もナラより長持するが,接霞後発生の時期力握い欠点があ

る。椎茸の名が出た本家本元のシイは何故クヌギ，ナラ類

よりも賞用されないかというと，これは小さくて肉の薄い

ものが沢山出すぎる欠点があるからである。クリも同様な

欠点がある上に早く糟木が老熟してしまう欠点がある。然

しこれ等の欠点は茸を間引くことによって積良質のものが

得られるし，てんで問題にならない質の悪いもの鑿える

わけではないから，椎林，栗林の所有者が栽培する場合，

較的劣るというに過ぎないことを附言して掻く。

第2原木の太さ，樹齢

私の経験では如何に太い樹でも如何に細い樹でも，菌が

廻りさえすれば完全に発生Fﾘｰる。樹齢についても甚しい優

劣があるわけではない｡只極端に細い樹や,極端に稚い樹で

は幣識で考へて見ても都合ガ悪いことがわかるであろう。

要するに径10糎から20糎,長さ1米位が適当である。

その理由は取扱いに便利であるというにほかならない。

第3原木伐採の季節

菌糸で栽培され為ようになってｶﾐら原木の伐採期を難し

く考える必要がなくなった。それは以前最悪の季節と考え

られて居た4，5月頃に(顕そしたものに接種した場合でも，

樹皮が剥がれぬよう注意して原木を伐j職出し雑菌侵入の
防禦策左識ず為ならば稚茸は立派に発生する事実で明らか

である。但し樹液流動期間と樹体内の養分の変化等を顧慮

して，伐採の適期を研究された結果は秋末全葉の3割紅葉

した時と春畢発芽の直前（3月頃）を最適とされて居る。

要は農繁期左避け,樹液流動の休止期間に伐採すれば大差

なく充分発生す湯ものと考えて差支えない。

‐ 第4原木の玉切ウ
伐採した原

-涯
壷

一

画

qP

L

木はか異り木

のま坐枝を払

はず山野に一

定の期間放置

して適当に乾

燥さぜて玉切

りをする。こ

の乾燥期間は

20日.乃至30

日位力轤当で

ある。主切り

の長さは1米

前後である。

これは運澱，

その他の取扱

いに便利なた

へ
・
』

吟

鮒町1

を塗つぎ他の樹種を購入してまで栽培する必要はない,比
（筆者）東京農工大学
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今井 ：進歩した最近の椎茸栽培

めに一般に行われて居る長さであって，もつと短かくても

長くても発生することに変りはない。

第5接 種

鐵雷の方式は古来からいろいろ変化をして今日行わがて

居る純粋培謎菌糸の議種法の如き進歩した迩准な方法が行

われるようになったのであって，旧来から現在腱到るまで

の接海式を分類表示すれば次の通りである．

"鵬季蹴{鷲綴
蕊．…{蕊鱒覺|繍瀞〆

（1）胞子接種法

胞子が婿木の樹体内た浸入してから適当な水分,湿度等

によって環境因子力麺当であると発芽して菌糸となり，こ

の菌糸が樹体内に蔓延して7ケ月から1年位経過するとポ

ツボツ子実体力琵生する。この子実体が即ち椎茸である。

この様な結果粒得る為に天然法は天然に山中に飛散して居

る椎割包子を受け入れる為に山林内の椎茸発生に都合のよ

い場所に攪木に鉈目を入れて寝巷込永を行い，自然発生を

待つ方法で,更に人工的の栽培法として，胞子を樹体内に

浸入せしある為に，椎茸の菌傘から落下する胞子を採取し

て，注射,塗刷撒布等を行5方法が案出され，暫くはこの

方法が唯一の人工採培法として,栽培家の間に行われ来つ

たのである。

然し以上の胞子による方法は極めて迂遠であって，雑菌

の胞子との間に競争が起り，温度が高過ぎたり，湿気が多

かったり，既に雑菌の菌糸が太って居たりする場合は競争

に負けて雑菌に占領され，圧倒されてしまうような結果に

陥り易く，菌糸法発達の後は次第にこの方法によらないこ

とになったのである。

(2)’菌絲接種法

胞子によらないで，菌糸によって人工栽培を行なおうと

する試みは，明治時代に愛知県の田中長嶺氏,林学穂士三

村鐘三郎氏によって研究されたけれど，この方法は一般に

省みる人が少なかゑつた。其後昭和の初め頃から，群馬，長

野，其の他の各地で現に椎茸の生えるようになった栂木を

小さい駒に切断して，新い､原木に朕め込tj涛法即ち埋栂

法（接種法）が行はれることになった。昭和10年には大

原農業研究所の西門博士が椎茸の胞子に雌雄の別があるこ

とを発表されたので,稚茸の品種改良も考v、られるように

なり，栽培法は益灸進歩し,近来鋸屑培養菌糸や菌糸培養

駒による接種方法が考案されて，椎茸栽培は愈持確実に行

われるようになったのである。

a埋滑法

現在椎郵の発生するよ5になった木（接種後2，3年

雑菌の混って居らぬもの）謡下図のように円形，半円

形，円筒駒，立方体，模形等適当に寸断して，新しい原

木の木質部に密着さぜる方法である。

この方法は純粋培誰菌糸を用5るよぅになってからは

あまり行われなくなった方法であるが，欠点は種木に雑

‐ ． ロ ー虚繧二こう 包

〆 、､-錘 ≦‐菊本葱

ｅ
、

9
《
■
｝

菌が混って居る場合は雑菌も発生して来て，椎茸詮圧倒

してしまうことである。その為に雑菌のない優良な種木

を選別しないと，往盈にして不成功に終ることがある。

b純粋培謹菌糸埋込法

この方法で接種したものを後章で述べ誘嘩黄した徴理

法で栽培すれば，現在として最も進歩した方法である。

その方式には次の2つの方法がある。

（イ）鋸屑培義菌糸埋込法

鋸屑を広口瓶につめ込みこれに水分をもたしめて充

分熱気消毒を行い，冷却巷しめたものに椎茸の胞子或

は純粋培謹菌糸を接種し，椎茸菌の伸長に適した温産

（24度乃至27度）左保たしめて，大凡1ヶ月間経

過すれば瓶中の鋸屑内に菌糸が蓮延しで白色になる。

これが鋸屑培養菌糸である。この菖糸の製法は簡単で
あるが近来菌糸の性状の研究ガ進み，純粋培義を行っ

て良種の菌糸詮得る為めに設備や慎重な操作を行う必

要があるの歪，各地の試験場で作ったものを分譲され

扇場合に入手す務か，県林務課や森林組合連合会等で

斡旋配布されることがあるから，これ詮購入して使用

するがよい。

この瓶中に出来｣ﾆｼつた菌糸塊は鋸屑力噛糸で連撰さ

れたあたかも食パンの稽々堅い位の状態であって穴の

中に充旗するだけの適宜な分量をちぎりとって，キセ

ルのガン首に煙草麹つめるように穴の中に木部に充分

密着する程度につめればよい。叉この植穴の数臓直径

2，3寸長さ"3尺の原木で4個か5個でよろしい。斯

うして接穂し終った原木を発生迄管理する方法は次の

種駒法と同犠であって後章で述べることにする。

毛

甦

《
》

要
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(ロ）純粋培養

駒埋込法

前述の鋸屑

培錐に際して

新しい木片

（模形或は直

方形の小木

片）を鋸屑に

混入して，こ

の木片に純粋

堵養菌糸を浸

入せしめて作

った駒を前腱

菌糸をつめ込

んだと同様に

「ノミ」（図

のような特殊

の「ノミ」が

ある）で打込

んだ穴に駒を

叩き込んで接

種する。以下

打込の方法を

打込み箇所は前に述べたように，末口径2，3寸の原

木ならば4，5箇所でよい。なるぺく菌が万遍無く廻

るよう図の如く木を廻って螺線状に打ち込み木口から

の雑菌浸入を先きに防ぐ鶉に木口に近く，少なくも5

寸以内に1箇所は打ち込むようにする。

尚ほ原木に枯枝が残って居る場合』腐れ枝や死節，

虫喰穴等の枯損箇所のある場合はなるべくこれを除去

するとよいが枯れて居ない枝や，虫穴等は次図の如く

その箇所の上下に種駒を打ちこんで,その附近の菌糸
の蔓延を早からしめて，雑菌を予防するように努める

がよい。その理由ば，枯死部は注,々雑菌が附着して居

って，その箇所から椎茸菌と同時に雑菌が蔑延し始め

るから，時前に椎茸菌の違魂鴎計って予防しようとす

蚕ご＝こて弓

こ
”
菌
緯

一
軋
一
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一

一
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場

■

声

Ｐ

鏑
●

図解によって

説関する。

先ず”くに

ノミで穴をあ

けることは普

通の垂分ノミ

を使ってもよ

いが，時間が

か上るので，

この方法で栽

培する為に考

案された特殊

のノミがあ

るbこのノミ

･で強く原木を

打って，ノミ

の切先であけ

た穴に，換形

の駒をノミの

後部で打ち込

むのであ患。

｡
《
Ｐ

8

＆

るのである。筒襖形の駒の打ち込みは，次図の如く上

面を凡そ40度位に打ち込んで駒広洗端が必ず木質部

に喰わえられるよ5にFすべきである。皮部と材部の間

腱はさま湯だけではぬけて取れ易く失敗に帰すること

があ為。

一
’
一

ノ

／
淘種駒は次図の如き長方体の

ものもあるから，その駒で栽培

するには，角穴をあけ為艤別の

「ノミ」がある。

街この駒はえI形で駒の製造菱

が廉いから種駒代金も僅少です

む。筒最近では鋸屑を使用せず

に駒そのもののみ左瓶に入れて

菌を蔓延浸睦唾しめ為ととが考

／／
巷
エ
ー

案されたので種駒式の菌は簡易に製造されるようにな

ったわけである。

－Ⅱ4－－
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〃

なって，姥較的高温多湿なこのむ雑菌力薯んで伸びるか

らである。

以上のような諸条件から次のような場所を選べばよ

い。

a南面叉は東南面の傾斜地

（北面及西面は陰湿又幟過乾であ潟から適当でない）

b凹地より凸地がよい。即ち沢の低い処より，山腹の

膨みのある所がよい。但し山頂及び山麓は過乾及び過

湿であるから中腹の処が最もよいことになる。筒この

見解は中部暖温地帯を標準とするもので寒冷高燥の地

方では自らその方法は独特の手加減遼するべきであろ

う。

c林冠の状態は中齢林で疎立の処がよ心､。あまり欝閉

した所では間伐おすべきである。常緑樹であれば樹種

騨は選ばないが，落葉樹は落葉後日光の照射が強すぎて

よくない。

魚
形
だ
‐
あ
げ
ノ
ミ

常
彩
粒
駒

乞二弓/’て三
一二一._--.--一

日
'' ’
l,l
餓

~

q

||’へ
1

■の

第6接種後の管理

癩迂込み

以上述べた各種の方法で接種した原木を菌の蔓延し易い

ような状態に置くことを湛荏込み叉は伏せ込みと云う。こ

の方法は従来と大分変って居るから特に注意されたい｡、

(1)場所の選定

推茸菌の性状が充分"暁されて雑菌の菌糸の発育の適

温,適湿と椎茸菌の発育の好条件との比較研究がなさｵし

・た論課として，椎茸幟次のような特別な性質をもって居

ること力靭つかった。

a椎茸は中間温性（適温24度乃至32度）であつ

蕊，あまり高温であったり低温であったりすると菌の

伸張力悪くなる。

b椎茸は子実体（茸）の発生の際は多湿になること麓

要するが;菌の伸張の為めには湿気力識すぎることは
好まない。

c菌糸は寒気に対して可成り強いものであって，林業

試験場温水竹則氏の研究によれば，材部に浸入蔓延し

た菌は零下20度でも死滅しないとのことである。林

業試談場伊藤一雄氏の研究でも，寒天培義基上の菌糸

は摂氏零下5度で連続8乃至10週間も生きて居ると

いう。錘者が長年生活した,長野采と満洲に於ける実

験の結果も椎茸は寒気に強く，長野采の如き一冬に零

下10度，20度と下るような所でも’ 一冬露地に掻

かれた栂木から翌春異状なく発生するのである。

以上のような性状であるから寝せ込みの場所は過湿で

風通しの悪い温度の高い所は最も不適当で，溪流の近く

や，欝蒼と茂った真暗らな林内，穴の中のような所でほ

雑菌が沢山出ることになる。それは椛茸菌の伸長が悪く

＝

←

且
稔
六
毛
割

《
門
』

d 日光照射の程度は樹冠の透間から3，4割照射され

る程度が理想的である。

e雨にも充分当り，通風もよい方勃窪想的である。

f 日蔭の都合弥蛎く，叉は家の近くや無蓋の場所に寝

せ込密場合は，人工笠木簾等な用いて調節すれほよ

い｡

人工笠木とは樹の枝葉等を柵木の上に乗せて人工で

日蔭を作ることであ瀞。

②鰻せ込みの形式

接種した婿木を地上に組んで菌の蔓延する霞で保管し

て騒ぐ方法，形式にいろいろ考案さ沁て居るが，その形

式は箱伏，鳥居積み，百足積み，鎧積み，合掌職み，井

､一一一15－-一一
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型積み，枇稜み等種々ある．晦図参卿 に絹の頭尾を木槌で叩いてから立て掛けるのである。斯く

すると発生が一斉に多鐡になるというのである。併しこれ

は年為繰り返えすと，栂が弱って精木一生の発生量の合計

は減少することが,統計的に研究されたので，現今一般業

者も栽培家も浸水打木をやらなくなった.､併1-滴磯に際し

一時に一斉に多量に生産すること竃必要とする場合には′

応用して差支えなく，特に正月用,料亭用の生椎茸の需用

ガﾐ盛んになった場合はこの方法によるべきだと思う。但し

二昼夜以上永く浸水すると発生量が非常に減少することも

知って置かねばならない。

第8稚茸の探收

椎茸の発生は自然発生の場合幟多く春叉は秋の雨上りで

あって，これを春子，秋子と呼んでいる。備夏叉は冬の間

に偶脅温暖，冷涼の気候異変があると冬で＄夏でも生えて

来る場合がある。これを冬子，夏子と呼んでいる。

最近人工栽培が盛んになって，諸研究が進歩するにつれ

て，入郵に温室に入れたり，冷涼の場所（穴庫とか冷蔵

室）に置いたりして発茸を促力奇操作を行って，時を選ば

ずいつ浜ﾎ発生せしめることが可能となったので'正月や
菱を見越して，随時発生せしめて出荷することがある。戦

後追燕復興して料亭等力舗んになれば生椎茸の需用も増加

し,商機に投じて利益を得ることもできるのである。来園

向け，中華民国向け等海外向けとして臓んに要求されて居

るのは乾燥椎茸である。

イ探孜の時期

椎茸採収の適鰯は，生稚茸の場合でも，乾燥茸の場合

でも6～8分開きの時に採収すべきである。開き過ぎた

ものは栄蕊価も食味も減少するし，乾燥の歩止りも悪く

なるから生産者としても可琢Mであるα亦採収は出来る限

り晴天の日を選ぶべきである。

口採收の方法

採収の際は菌柄の根元をつ稜んで捻りとるがよろし

い。単に引き抜くようにすると樹皮が一所には力計して塘

木の寿命を短かくし，亦次に生ずる分斌が減少すること

になる。

第9椎茸の乾燥

潅茸を発生した玄坐置いて自然に乾燥せしめたものを

「木干し」と云い，日光で乾燥したものを「日干LJと云

5。

か上る自然の乾燥でも椎茸は相当の風味をもって居る

が,更にI測朱を増し,貯蔵に堪えさせるため涯は，どうし

ても火力乾燥をする必要がある。特に輸出品はその製品の

品等がやかましいので，何等かの設備をして上手に乾燥さ

せなければならない。

椎茸の生産，販売，出荷等の協同組合を作って大餓に砿

《
一

雌
漁

茅六圏

緒‐･鐙一
一

猿、

づ

細寝せ込み場所の土質と清潔

寝せ込み場所が石灰質土蕊の所は避けなければならな

い。その理由は椎茸菌は酸性の培養基中では旺盛に生長

するがアルカリ性の中では生長を中止するからである。

叉寝せ込み場の地上は常に除草を議し,落葉,瓦石等は

つとめて除去し常に清掃して輝動なければならない。こ

れを怠るとき{灘菌の繁殖詮容易ならしめ,叉害虫崎
にナメクッ）のかくれ場所となるからである。

第7精起しと浸水打木

以上のように寝迂込んで羅くと早くて7ケ月遅くも1年

経てば，ぽつぽつ茸の発生を見るのであるが，美ごとに沢

山の発生を見るのは2年目，3年目である。そして塞昌は

大体春，秋であって，発生に好条件の気候の時である。大

凡発生の見込みとなった蜜を見計って，地上に近く寝せ込

んだ置いたものを，合掌積み（第4図）とする。 これを

「婿起し」と称している。この場合立て掛ける幡木と栂木

の間は4，5寸宛あかせて，発生茸の発育に際して隣の摺

木に妨たげられないようにしなければならない。

、概墜しり前に浸水打木をすることも以前からよく行われ
た。その方法は一昼夜位水中に漬げて，柵詮立て掛ける前

＆

ー

一

望

－16－
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今井 ：進歩した最近の椎茸栽培

燦ざせるには大規模の設備をする必麹§あるp椎茸の栽培

に熱心な県では#跡躍課や県森連,農務課等でこの設備に

援助を与えて居る。

（1）乾燥室

簡易な4壜を建て，内部の地上に煉瓦等ｾ火壷を作り，

その上に霊棚のような乾燥棚を作り，エピラを差入れて，

上下の交換が出来るようにしたもので,種煮薩形式のもP
があるが大癖の図のようなものである。

第1図 この藷慌か÷湯この設備をずる

椎･茸の品潅麗分断面

、Q

には相当な経費を

要するので，個々

の家庭で簡易に乾

燥をしたい人燕の

為にな千葉県林務

課為国技師が次の

図のように火鉢か

炉の火の上に乗せ

る箱型の簡易乾燥

装澄を考案した。

これは他の農林

産物の乾燥にも使

えて便利なものだ

と思う。

②乾燥の方法

乾燥する前に3

～5時間日光乾燥

をすることは燃料

の節約になる。日

光乾燥長時間に過

ぎることは傘裂の

変色が甚し<で品

質が低下する故注

意せねばならな

い。 ・

錠初の温度は摂

氏35度位とし2

時間から3時間俄

で室内に蒸気がこ

もるから通風をよ

くして蒸気を屋外

に放出する必要が

ある。併し放出し

過ぎて室内温度が

低下せぬよう調節

せねばならない。

鑿

蕊‐

■

一

一
毒
ロイ｛

ニ
ロイ少堂

左

~ 〆

大凡そ8時間位乾燥すれば室内温度も50度位になって水

蒸気の発生も止んで室内温度は更に上昇し易い状態になる

が注意して55度以上にならないようにする。最初から

10時間位経過した頃エピラ上の椎茸を手で操むと容易に

粉れるようになる。更に温度を60度瞳上昇させて傘裏

の色が糟黄色を精びる頃火壷の火を取り除いて余熱で後1

時間位その童上にし，簔温35度位の時取り出して熱のさ

めた頃,湿気の入らない紙袋に入れて箱詰保管し，後に選

別包装出荷ずる･

この乾燥操作中性燕失火の原因となることがあるから充

分注意せねばならない。

第10雑菌,害虫の豫防躯除
以上接種から採収迄のすべての事項を順を進うて述べ，

その都度課臓鐵の予防其他について記述したが,椎茸栽培の

最鍛害たる雑菌，窪虫の予防駆除にタついて特に注意すべ

き事項を更に述べて置こう。

（イ）雑菌

雑菌の濯誘質は，キウロコタ歩，カタウロコタケ，ワダグ

サレタケ，カワラタケ，カイガラタケ，スエヒロタケ，ク

戸コプタケ等であって特に被害の多いのはカイガラタケ，

ク戸コプタケ，カワラタケである。此等ば何ﾇ',も椎茸と同

ザ 、

燕蜘隷旗i二 、､、
aU

夕 屯

0ヶ

穴巷あげる

第2図《
畦

’
鐘風 ’
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今井 ？進歩した最近の椎茸栽培

瀧の木材腐朽菌であって鼻多くは椎奪菌よりも高温，多湿

の状態を好み，両菌が蔓延する際稚茸菌の方は好気性で，

中間温性であるから，雑菌の方力蛎むよ'5な温度，湿度の

状態に置けば雑菌に圧倒されるわけである。

今雑菌予防LI謹意すべき特に注意すべき諸点を列挙すれ

ば次の通りである。

1傷のない，枯枝のついて居ない原木を選ぷこと。

2原木の両木口或は節，傷口に木臘，クレオソート，

封瞳，タールを塗布しで雑菌の浸入を防ぐも

3原木f醗採後慰期間玉切り放置して置かないこと。こ

の場合生木に接種し乱椎茸菌の蔓延漣は大きな支障
はない。

4雑菌を見たらその原木全部或は其の部分を焼却す

る。

5寝せ込みの場所は過湿，陰欝な場所をさけ，通風よ

く,、適度に樹間の疎開した中齢林の場所を選び，地

形，方位についても先きに述べた場所に寝せ込むこ

と。

6梅雨季には特に過湿にならぬよう，寝せ込み或は糖

起し場な風通しのよい場所に移すこと。

（口）害虫

害虫はナメクヂ，カダツムリ等の4動物であるが，此等

を防ぐには，此等の発生場所を与えないよ‘5に寝せ込み場

所，栂起し場所等の地上を充分清掃し，瓦片，石，落葉等

芝除去し,弗蝉を充分ぬき去って震くことが必要である。

地上に接着した木口の面にも発生するからよく見廻って一

匹でも居たら取り除くように寸君るがよい。蟻の害も恐ろし

いから発生せぬよう注意すべきである。

第11椎茸の多子,夏子栽培

天然にも冬,夏の珍しい時期に発生することがあるが人

工で多量に時を選ばす琵生せしめることが出来る。

権嘩の発生には適当の温度の変化と子実繩発生の遮温と

があるので，人工的にそのような状況を作り出せばよいの

である。先づ冬季侍に正月等の需用期をねらって発生せし

めるにば，簡易なフレームを利用すればエい。花ﾂIf栽培ヂ

果鰊撰培の為の立派な温室のある場合はこれを利用するこ

ともよい。炭窯の余熱を利用することもよい。

(a)冬栽培

1先づ浸水打木を行う。これは幡木を一昼夜水に浸し

充分水を吸収せしめ，これを取り出して両木口を槌で

コンコン強打し温室内に運些農。

2 これを温室内に弁ケタ積象』こして，日光の直射を避

けて，乾き過ぎないように朝夕水を充分にかけて，数

伺待つとぽつぽつ生え初めるから，痕ちに全部温室，

或はフレーム内に栂起しすると一斉に生えて来る。

(b)夏栽培

1夏は浸水打木の浸水時間を4，5時間とし，谷間の

涼しい風通しのよい場所に弁ケタ鎖みをなし，濡れ莚

，をかけて騒ぐ。

2その後発生の徴候を見たら緒起しする。

3精の数の少ない場合は井戸の中に吊したり，風穴を

利用し,或は冷房を利用する等,－時温度滋低下せし

める工風をすれば発生するのである。

一
，
←

・ 冬季間の簡易発生室の構造は上図のような装置で結

職である。暖帯地方ならば，室内で炭火麹焚かないで

も室内は昼間丁度適温の12度乃至20度位に昇る。

長野県，北海道の如き寒地或は温滞地方ならば，寒冷

の日或は夜間だけ室内にコン戸で炭火を入れる位で結

榊種ある。

第12椎茸の効用 、

椎茸の珍味と香気とは何人も嫌わない特別なものであ

る。しかも我国ではこれを賞用し初めた年代も古く遠く仲

哀天皇の御代と言計つれて居る。中国でも古来からこれ意賞

用し,特に中華料理のうま味には常に茸類を利用して居る

が，日本の大衆にも賞味されて居る中華そばの美味の根元
は椎茸である。筒中国の料理はうま味の他に不老，補糖の

効能顕著なものを賞用して居る。処力雑茸には特殊の営

養，薬用の価値があるのである。かくの如く中国では特別

に珍重して居るにも拘らず，気候の加減で*国に催殆んど

上質の椎茸が生えない。然るに日本には南から北の果まで

椎茸を栽涛す-為ことが出来る。これは日本の気候風土力雑

茸発生の為にあらゆる好条件左具備して居るからである。

その上欧米各国でも数10年前から椎茸の薬用と珍味を賞

用し初めて居るから，貿易品として今後益為有望な存在で

ある。

1食用

鮒鐸は松茸と異って春夏秋冬生産され，貯蔵に堪える

特徴を有し，乾燥品ﾄ潔欝に香気詮増し，汁の身，味噌

汁，煮付，焼茸，蒸焼とし叉生椎茸の風味も亦格別であ

り， ことに酒の肴として酔いを倍加すると言ﾖつれて居

る。

●
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今井 ：進歩した最近の椎茸栽培

2薬用 、

美朱と同時にその匠溺としてエルゴステリンや有壌燐

酸の含有の為に，欧米人に特に多い拘憐丙の訟防ﾙ制寮に

叉虚舞昔の為にも老衰者の為にも著しい栄養鯛効能があ

る。拘幽丙とい5病気は紫ﾀ磯の不足から来る病気であ

ると言われ，ビタミンDの不足によるもので,権茸蛸に

含言するエルゴステリンは，日光の照射によってビタミ

ン且に変化する為に，この病気には著しい効詣があるの

である。

東大森林化学教室の沢田方喜子女史の分析によれば椎

茸の成分は次の通りである。

粗蛋白 18.96（乾燥体に対する％）

粗脂肪 4．83 炭水化物 54.型

粗繊維 7．12 マンニツト 12.28
水溶催物質 45.51 拝ルゴステリン0.246

灰分 3．必 熱量345（100瓦中）

筒次にシヒタケの無離對茂分（灰分中の％）

加． 里 62.920 曹達 3.629

石灰 1.011 鉄 2.522
アルミニューム0.114 マグネシューム0.206

銅マンガン 0.071 0.061

硫酸 3.660 塩酸 0.280

燐酸 20.053 准酸 1.”7
炭酸其の他 2.838

以上により椎茸には力哩，蝿蕊石灰，マンニツト，

エルゴステリン等を多量に含有することがわかった。そ

の他ビタミンB2,Cも相当含有し，最近Fも含有して

居ること力靭っ力ぎつた。

結 言

以上のように椎毒は特別な効用があって，日本特産であ

り，栽培法も醤し<難しいものではないから，農山村の副

業或は正業として有望であると言える。但し本文によって

充分注意して栽培うれば先づ間違いないと思うが》最近は

各梁とも椎茸の栽培については，県の林務課或は農務課当

局叉は農林関係試験場等壷充分研究されて居り，恒に指

導,援助をされて居る筈であるから，これ等に就いて充分

指導な仰ぐことも必要であり，叉既に実地l迄行って居る人

入の体験も充分聞く必要があると思う。
合

筒本稿急草す患に当って，林業試験場の諸報告，千葉県

庁発行椎茸栽培手引きを参考とし，東京農工大学教授中島

道郎氏，東京農工大学講師中村克哉氏，千葉采技師為国未

幸氏に多大の御指導御援助ないただきましたことを感謝い

たします。

《
〕
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○下記は会員･其他の委託品価格で,御註文に対し本会は送料の外,斡旋手騨｝として其の一割淀申受けます。

鏑木徳二森林立地学（昭5) 1,,000円 関谷文彦一木材｡舞学（昭8) 1,000,円

" "ME""(Ig7) 600 4〃 600 小淋茂簡易製材（昭13) 1,000
二川原久作種子の研究（昭11）、 300 山田太郎実地製澗術（大5） 250
青森営林局管内産2，3主夷林ﾎの樹相及林相 興林会掬材の人工乾燥と木駁（昭8) 200

特に品種並更新に関する考察(昭10）600 北ﾉ1l 魏桐造林溌附南部桐（大9) 300
石原供三天然林に於ける卜ぐマツ種樹の消長と 林常夫世界の森林資源(大15） 500

早尾･渡辺日本の林業(昭5）森林土壌との関係に対する研究(昭8)400 350
中村賢太郎天然更新論（昭5) 300 島本（訳）最新林業要諭（昭18) 300
渡辺福寿ブナ林の研究馳図3枚付)(昭13）2,000 薗部一郎練業政策（上）（昭17） 650
秋田営林局択伐法正林形に関する図表(昭2） 700 ，植村恒三郎本邦林野の入会関係と入会潅(大12）蝦0

〃 2,000択伐林形図（昭10） ′ 中牟田五郎森林限（明30） 100
原 勝砂丘造棟に関する研究（昭7） 500 須永欣夫森林組合行脚（昭18） 150
河田 燕海津砂丘造林法（昭Ⅳ） 250 上村勝爾樹木百話（大7） 弱o

秋田営林局日本緬悶I沿岸地方の砂防造林 400 日本林学会為員研究論交集（昭17.18年度） 800
山林局平原地方に於ける防風純の造成 800 BrownForestProductstheirManufactuxもand

" IV""*ITWE"a･･Z#WfM1*" 200 Usel919防潮林造成に関する技術的考察 200 400
，

淵浴膨雌防聖淋の話（昭7) 400 HansonFmestryfOrWoodmenl921 700
荻原･福田砂防工事戎帳菖（昭22) 200 Std1eAText･BookofWoOdl921 500
鈴末滋欠材積測定及森林評価法（大皿) 250 NeumeIsterdieForsteinriChtungl923 2,000
戸沢叉次郎立木求種溝鯉諭之部）（大13) 300 WappesWaldundHdz(Bandl～2)]b36 8,000

■
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日時 昭和27年3月26日 （記念式典の前.日）午後1時から5朧過ぎまで

場所森林記念館二階日本間会議室

出 席 者 噸序不同）

・ 聴き手

柴 田山佐・四郎民兵庫梁 栄氏林野庁業務部長
内宮次郎氏滋賀果 藤村重任氏 〃指導部長
畑猷之允氏奈良．県 藤岡 光長氏元林業試験場長

常 夫氏北海道 中金鋤三氏元太平木材･KK
浦実生氏東京都 吉岡喜八郎氏元本会常務理事
矢宮松氏東京都 玉手三乗寿氏林業試験場

崎 渡氏東京都 早尾 丑麿氏前本会理事長
木信共郎氏東京都 三浦伊八郎氏大日本山林会長
山 雅喜氏東京都 主宰
尾辰之助氏東京都 松川恭佐氏本会理事長

塞
函り手 ‐

丸
宮
江
林
三
三
寺
正
漆
寺

I ~

－－～へ 一 一一～－～－－－一 一

三浦(伊）では正木さんも近頃民林で立っておられるよ が,幸い知事は岡喜一郎氏で,非常な信頼詮得て存分な計画

5ですからそのお話をどうだ。 を樹ててやりました。その中に私の家庭の事侭から広島に

正木私は漆山さんと逢って役人を24年務め農して昭 転任を命ぜられまして広島に行きましたが，広島は政友会

和7年に首になりました｡その日から中川”<郎氏に呼ぱ 出身の豪錐中田政次郎という政党臭のな､面白い知事でし
れて澗蒙を一任されて今日に及んでおります｡民間林業に たが,病気だったものですから何時も和服に袴をはいて冷

苦労したのは20年ですbそこで財界人の感じ厳したこと 飯草履をはいて，県庁の玄関に来て寝ころんでいられた。

と民間総業に苦労したことで林野庁の幹部の方に鮨願､し 私は知事の意気に感じ，又農林当局の主旨は治水事業だか

たいことを申してみたいと思1，､まず。私共4人-－植村恒 ・ ら，是非やらなければ1，､けないと思いました。火災に備え

三郎，土井藤平，井上重則3氏と私一力璋校を卒業し て部落有林野の統一が一番の問題で,叉広島は山がはげて
も

て,土弁ざんは永多さんのところへ,井上さんは三矢さんの いるから荒騨池の復旧をしなければいかぬということで，
方へ,植村さんは盛岡へ,私は山林局へ直ぐ入りました。 幸い私は当時の内務部長庭も可愛がられておりまして予算

役人中は縁の下の力持で首を持上げずにやって来ました を出すと何時でも通してくれた。その原因が一向判らなか

が，民間lこ行きましてから大分やって参りましたところ， つたのですが，われわれ林学を出た者は非常に清廉潔白で

敗戦の打撃を受けまして今苦しんでいるところでございま あって意気に感じて働く者が多いようでそれを認めら秘て

すb幸いお蔭犠で70代の元気少しも衰えずにやっており いたようなのです｡私は地方庁に行く時上山（澗之進山林

ますが，もぅ少し生き残って出来るだけのことをやりたい 局長）さんからこういうことをいわれて行ったのですも今

と思い裳す｡私が学校を田て判任官になりました時は久米 でも忘れないの看子供の結婚式でも話したことおすが,獅

金弥さんの局長時代で,課長lこは祇波，内藤,村田罎治） 子は三遍子供を蹴落す．，それがはい上って初めて1人前に

さん達の同学先輩に中川（友次郎）さんと法科出を加えて なるといわｵ',て，非職に感激いたしました。今も御承知の

いました。仕事は造林,治山，治水とやりましたが，亡く ように官吏の腐敗は極点に達して〃総理大臣がいくら綱紀

なった渡辺全君と藤に瀞展県庁へ行けという高圧的な命令 粛正を唱えても駄目ですが，森林関係に一つも汚職がない

鞍受けまして私は蕊侭を下げて老母詮適して行ったのです とい‘うことは,山林当局者は脈潔な役入でなければいかぬ

－20－
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という長い間饗成された伝統的精神だろぅと思います。私

は今,会計までやっておりますが，そういう糖神でやって

おりますので,幸い夜も安楽に眠れるので割合身侭も壮健

です。そういう精神は役人であろうと民間人であろうと同

じことで，私は死んでからの命は畠‘､と信じて諸ります。

もう一つ在官中に苦労したことは公有林野官行造林事業

でありまして早尾君と石川寅之丞君が松波さんとも51人

の課長からだんだん人を増やして役所(官行造林事業悪）

を作り，後には小林区署と併合して営林局，営林署と改め

まして一緒になってしまいましたが，あの事業はど5なっ

ているか，私は絶え間なく夢に見るのですも早尾さんの方

が感慨が深いだろぅと思います。大正9年に台湾の山の中

にいる時電報が来たので急L､種帰ってみたのですが，国有

林の官行造林の管理の問題でむつかしくなぞて居る。相当

反対も出葦したが，早尾君など参謀よるしきを得で決行す

ることになりました。営林局署にぱかりいた者はIM鰯心配

したようですが，私は果庁にタッチして知事とも仲好くし

て働いたことがあるので自信を得ておりました。宮行造林

力鈍方町村の財政を助けているのは大きなことで，外国に

は例のない世界的な制度です。ところがその後予算の関係

で，何か事ある毎に宮行造林の方は削られて随分苦しめら

れておりましたが大震災の時に相当削られてしまった。官

行造林は民有林の開発というようなところから予算を貰っ

て，こういう資源があるから通してくれといって奮斗した

のですが，他の方は御存知ないかと思います。

もう一つは，寺崎さん型二極川さんが論られるので申上げ

ますが，東京営林局にいる時に河田さんなどの指導を得ま

して撫育間伐を掃導しろということで苦労して随分著及し

たのです。ああいうものは人が代ると蹴落される怖れがあ

るのです｡殊に営林当局からいろいろ聞きますと，戦後の

若い者は撫育間伐とか何とかい‘っても，何でも伐ればいい

じゃないかという程舌喋壱，これは一応藤村さんにも御倹

討願って,_もう一度技術の振興を図っていただきたい。私

は今毛も，樫川君の書いた本などは，時燕ひっくり返して

読んでいる力鳥材案のこどは100年200年の後に結果力覗

われるのですから，天然更新の試験地を作っても大変な努

力力瓢噸',ているのです。それを今の若い人はあんなもの

に金をかけなくてもいいじゃないかというやぅな情ない世

の中です。2年程で署長が変るようでは自分の功名惹樹て

るたあのことばかり考えて池鄭して顧りみない大切な山が

あるようです。思えば私共が長い間苦労して来たもの力撫

になるという虚れがあるわけです｡試験地で撫育を初あた

ところは細く長く見ていただきたい。2人の葡授さんにお

願いしたいことは試験が一進したものは確保して二進三進

するようにしなければ，日光の杉赫のような天然紀念物は

残らないと思います。

港は民間朴業（元前田侯の山纈で死んでも笑われない

よ5にやったのですが，終戦後の財産税で苦しんで半分に

なりましたが，今約1万町蕊Ifいものを確保して，私の斡

旋した者を常務にして私は相談没といっても何の相談もな

く安心してやっています。当時もう少し大きくしたいとい

5主人前田氏の意見で，朝鮮の南の方で3団地を買って.こ

れから手を付けようとした時に終戦になり取られてしまっ

て申訳ないことになりました｡私が信頼を得ていた前田氏

は弘前の師団長から満洲に行った礒首になり憤繊やる方な

く北誠首で樹陳を楽しんでおられたが，大戦中北ボルネオ

の司令官になって行きました。ボルネオの南は日立系の植

林,伐採地がありましたが,南方林業というそういう面の

活動もこの際漆願いしたい。

終戦後は民間林業は皆税金の問題電困っています。30年

40年後に収謹を上げる間には間伐や何かの経擬もかカョ影っ

て採算が取れないということを国税庁が考えないで，恐し

い税金をかけて来る。前田氏は樹を伐って税金を収めてお

りましたが，元の日銀総裁の川田さんは函館の税務署に造

林地を全部差押えられて破産してしまった。その他財､ろい

ろ話を聞きますが，苦心して育てて来たが破産状態になる

からどうしても樹詮伐らねばならないとい5のが多いので

’す。これほど5も大蔵省の霊6局長辺りに山林経営の根本

を徹底的に談じつめる必要があ局。湾ド何かの機会を作っ

ていただきたい。これは本気にやっていただきたいと思い

ますq緑の週間でいろいろ造林左御奨励下さるのは：つれわ

れも賛成ですが，この税金の問題を何と力解決して頂きた

い｡

もう一つは識和になったのですから，相沢洲二君がアフ

ガニスタンに行って大いにやって来られたように，東亜の

蚤地区に日本の森林御怖を伸ばしたい。米の方は犬分タッ

チしたようですが，林業もやらなけｵしばいかぬ。 もう一

つ，アメリカは新聞やラジオの放送によるとパルプ資源を

要請しているから，官民一致団結してやればいいのじゃ

ないか。一番怖しいのは御想像以上の乱伐です。民林の枯

渇がひどいのです。今日はいい磯会なので年寄の寝言を大

分申厳したが，ど”緑の週間以上に御尽力を願いたい
と思います。

三浦(伊)有難うございました。藤村指導部長,今の御

要望に対して御意見を一つ... .。

藤村大塞肖難､御意見を伺いました｡今象;聞きしたこ

とは祁野庁でも痛感しておりまして，それぞれ努ガはして

詣りますが，なかな力御意向にそｵつないと思い蓑尭時間

もござい霞せんので，今のお話の要点を考えまして研究
し，一層推進して参りたいと思い葦す。
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正木松川さんに鐙願いしたいの．ごすが，どうも林業関 うことでしたが，その後本多静六博士の告別式に2時間程

係の民間の方の機関には政治的なカカ提りぬよ5です。こ 立たれて風邪左引力熟用心して未だ会われないのですO実

れは林業の方ではありまぜん力蝉iこよりますと，恩給の敦 は大日本山林会や日本林業技術協会などでこの問題を一つ

善に句いての運動には皆が手弁当を下げて嘆願に行った教 採上げて研究し，外部から林野庁の方に側きかけまして，

育者がいて，それ力城功して何時の間にか恩給が上ったそ 林野庁の方で動いていただきたいと考えております。

5ですが.…｡.-それ位にして林業の方も頑張って頂き度い 藤岡動くについで注意することは,有村（常淘君は

と思います。 農学だが,藤原さんと連携して動いているから，あの人と
林恩給の増額運動は左様な事ではない。私共は北海道 連紹左取って貰わなくちゃ。

退職公務員連盟という組織に出資加盟して居り,･各染の夫 三浦(伊）それでは寺尾さんどうぞ。
力蕊まって東京に「日本退職公務員連盟」が出来て政瀞勺 寺尾私共は経験もありませんし,希望するような材料一

に秩序ある不断の運動に精進して居り，既に政府,政党の もないので，ちょっと茶話的なことでもお話しして責任を
全面的な諒解を得でいる。「退職公務員新聞」と云うのも ふさいでおこうと思います｡先づ官行伐木事業の開始につ
17，8号出て居る筈で，我等の大きな水平運動がある事を いてお話します。明治37，8年戦争以前には林産物の売
御承知願い度い。 私はずべて立木売却でありました。その頃の小林区署の常

三浦(伊）日本の職鑛技術の問題について御意見があり 賎の仕事としては林野の巡視が主で，盗伐窪追かけたり山
笈したから,ちょっと関係してお．りましたので申上げます。 火事を消したりするのが本職で，地元からは山巡査’或は

発表した方がいい力悪いかは御当局に鈴任せするわけです ‐山官，と呼ばれていました。朋治40年頃から官存伐木事
が，インドネシヤと賠償交渉のあった当時,私はこういう 業がだん淀んに開始され青森，日原，山野等には官営の製
ことを考えたのです。日本の森林の荒廃を防ぐ．手段として 材所さえ開始されるに至りました。段狩各小林区署でも立
用材を輪ﾂｽもすることが一つの大きな問題である。それにつ 木売抵を廃めて，宮行伐木作業が普及されて来蓑した･

いてインドネシヤに識I『賠侭として提供することによって 事実は只之ｵ唯けであゆますが，之池が為めに'森林官
インドネシヤの森林を伐採する。日本の大木伐採技術は， 、 の森林経営の面に対する知識力謹歩して来たことは著しい
恐らくアメリカと共に世界的なものだと考えますもこれは ものでありました。僅か数年の間に，まだ官行伐木毒初め、
台湾や南方で経験があります｡そこで熱帯の大木の森林を ない悪の人と比較してみると，その話しぶりにも狢段の差
伐採して,その後で主として人工植樹に圭る針葉樹の造林 異のあることを感じていました｡その後宮行迦材工場は民
を,例へぱ海抜高500米以上の所には松類と広葉杉を， 業を圧迫するということで,大きい所から段々に廃止され

それ以下のところには辮菅の横荏謝業を行う。人工造林技．で了いましたが'森隊官の知識増進上倦しむべきことであ
術は日本が世界一であり，叉樹芸林業は，日本も欄当の経 り蓑した。

験を持ってい葦す。熱帯林の伐採と造林をする技術を賠償 官行製炭もその頃官斫と雁行して初まったのですが’私
の一部として提供することを日本の一づの方針にじて賃い は最初九州の山野小林区署で行っていました。九州は工業
たい。そのことについては藤原銀次郎さんが関心を持って 用木炭の需要が多く荒っぽい粗雑な製炭をやり安価にして
おられまして，10億門位集めて交渉すればその方の仕事に 売れ易くすることをモットーにしていました。樹種にもタ ・
タッチするということをいっておられるとも聞きました。 プ，イス，カシ，シヒの如き倦緑の大木が多く，炭材も割
私の知っている人にインドネシヤの要人を知っている人が って細かにして焼くことをせず，3尺～4，5尺位の胴切
あるのですが,その知人の或大臣力浦ポﾙﾈｵで大森林を にして窯に転ろがし込んで建で込むのですから窯の大きさ
持っているから，日本で援助してくれるならば犬臣を辞め も，楢崎式とか後年の石川式とかの如くズマートな形でな
て実業家になるという_ようなことをいっておると言うので く，腰の甲良の如く，横広<大きな窯でありました。火を
ありま顎｡その大要を井口外務次官に書簡を送ったのです 焚きつけてから焼き終るまでに9日，10日或はそれ以上
が，事務当局の方に廻すという返籔鋤§参りまして，その後 を蕊ｻｰるのですから黒消しの如く消える①を待って出炭す
他の問題で次官に会いました時，その問題に触れたのです るなとでは，あまり日数がか坐りますの這擁火後充分炭化
が,いいことだと思うが，とにかく私信だから，農林省で した頃を見計って窯底に冷水を流入するのです｡後年南農
採上げて公の問題として提案して貰えないだろ5かという 純技師が瓦斯用木炭窯にて説明された如く流入された水は
恒とを最近いおれたのです。藤原さんにも1月程前に話し 炭化によりて水蒸気となり，窯内に充満するに及んで，炭
ましたが,非常に関心を持っていて工業ｸﾗで一席設け 火の御と共に木炭塊に亀裂を生ずる'その時注水を止め ぐ
るから旧王子3社の社長と会って話をしてくれないかとい 暫らくして出炭に坂り掛るのでありました。
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特許権を売った方がよい代物であったのだと思いました。

最後に建築に関する迷信のことを面白半分に話してみた

いと思います。日本には非常に神猿が多いので詞魚。私の

家の隣に外人がおりますが，日本には回虫，結核，蚊，

蝿，ねずみ等と神穣が多い，そして迷信も多いっていうの

ですが，神様はどんどん未だふえて行く，アメリカにはワ

シントン信者とかリンカーン信者は厳いっていうのです。

それでは偉い人を崇拝しては悪いのかといずと，信者を鋳

えなく､ても郵髄切手に印刷したらいいということ識申しま

す。建築上の迷信は沢山ありますけれど，余り知っていな

い方がいいのです。姓省判断でも盛の字のつく人は死iこ際

が悪いという。平溝感重職辺りから出たことらしい。建

築でも割合に根拠のあるものもあります。別荘を建てるの

に玄関を附けると本邸の方がさ”もるということをいいま

すが，玄関なつければ，いつ別荘に移ってしま〔ってもいい

といりようなことを考える人があるのですも囲いを先庭立

てると本宅がなかな力建たないとか，これも根拠があると

思います｡内藤(確介）さんが囲いと門強先に捕えられた

ﾙうれど，本建築左する葦･通進は大分錘力掛っています。

大体土地は買っても，早く住みたいと恩えぼ霧なん力先に

作る人はないん壱調割。それから四角の敷地の真中に家な

建て湯と，その人はw"Wだというのです。ところがこ

の頃,アメリカ人が来て奨四角な郷池の真中に家を建て蓑
した。余り交際もしないし，殆んど唯我独尊みたいにやっ

ていますから，当るなと恩つ渥それから音羽の護国寺と

浅草の観嵩雛は七観音とかいうことですが,土台を栗遥誇

えたから護国寺の方は入らなくなったとか,浅草は樺だか

らいいとか申しま十｡その他住宅の方では庫から玄関室で
登って行くのはざて)割もるというのです。神様でも営利的な

ことを考えると平地の方がいいらしいで銅風･殊りこ弁天様

と力観音様という女⑳神雛は下から拝み上げるというよう

なことは余りよくないと思います。（笑飼高崎の観音猿は

ベラボウに高くて，膳の下に穴があってその窓から高崎市

を見下すというのですが，営利的にはなかなかだろうと思

い葦す。平地とか行きやすい所に建てた方がいいのじゃな

いかと思います。戦時中三失さんが帝室林野局の庁舎窪鐺

建てに添って，エレベーターでも何でも出来て，月給ほ安

くてもこういうところに務あた方がい､ずなと思った時があ

ったのですが，門の前に百年以上も経ったような松を植え

て，随分先生は思い切ったことをやられたと思いますが，

あれも迷信的なところがあるのです。そういうことを申上

それでも資材が大木でありますから木炭にも大塊泌参く

家庭用としては不向ですが工場用としては却て喜ばれてい

ました。 ，

佐世保の海軍工廠へ,熊本犬獄区暑からと鹿児島大林区

署からと工業用の木炭を売り込んでいました。海軍工廠か

ら，熊本の納品には樫炭が多いが鹿児島の納品には樫炭は

到て少いからカシを多くして呉れとの4言が来ました。こ

ちらでは寧ろ鹿児島の方がカシ炭が多いと思うのに不思議

な現象と考えましたから佐世保へ行って，納品校査に立会

って見ました｡検奪官の海軍大尉溌盛んに熊本謡の木炭を

うつして見せる。俵から例の蟹窯焼の大塊力転ろがって出

る。之れこの通り之れこの通りと幾俵となく空けて見ぜて

呉れました。之れは樫炭ではありませんと言っては，熊本

署の信用毒破かいすることにな，ますからハハア，ハハア

と言って見終り，次回からは熊本鶏と同様樫炭の多いのを

納めますL" と述べて帰り，次回からの納品遼更え.て以来鹿

児島署の納品ほ名声を高め，その麹愚本暑の方へ,地元で

運搬費が少いのに納品価が高いとのｲ言がいったとい5こ

とでした。

私は九州で斯擬に荒っぽい製炭を学んで，大正8年に東

京大林区署に転任して来ました。関東地方の製炭事業では

窯の型が大層八釜しいのに驚き霞した。木炭の焼き上りの

良否泌窯の型ばかりに因て左右きれるとは信じられなかっ

た。寧ろ樹種，樹令(太さ）焼失の御|『に関係するものL

方が大きいと思ってい蓋した｡南式特許の瓦斯用木炭窯の
製炭実習潅私も参加し萱した｡､其の特徴は窯外消火で木炭
の熱い内に出炭を初め背負式の圧縮ポンプで熱火の窯内へ

感んに注水を行う，水蒸気力鶚内に充満す蚤と火力築くな

る，そして亀裂を生ずる，之をイプリでかき出し，残火の

あるものを，硫安と炭末の混合粉末を以て消火す為のであ

る9この水蒸気消火に因って窯内に発生していた一酸化炭
素の瓦斯はその童L木炭に吸収されているから普通の木炭

よりも燃焼力が強くなり勉裂に因って，瓦斯用木炭に適す
る大さに粉砕されるという説明でありました。宣伝はまこ

とに巧みでありますが，木炭は必ずしもその状態に出来て

い為とは信じられなつかった。例えば水蒸気によって亀裂

を生じ適当の大さに裂れるという事実を見ても，決して一

様に製れていない，裂れない大塊もあり，小塊もある。の

みならずこの製炭法は非常に経費がか坐る。出炭の時には

数倍の人夫が必要である。叉硫安とか，ポンプと力報当の

資料がいるので生産費は高くなり普通木炭の2倍以上の筒

一
Ｍ

画

町

今
＝ ﾖヨ

価であったと記憶しています。高価の割合に宣伝される程 、げては済まないのですが，門の中に1本の樹を植えること
有効で無かったので余り使用されなくなりました｡南式の ほよくない。門の中に1本の木を植えると閑散の閑の字挺
特許窯でも，石川式の特許窯でも，宣伝された程有効なも なって主人が老衰する。迷僑は知っていたが，どうせ三矢
ので無かったと信じます｡･世上で持はやされている時代に 先生は辞められるから迷信力樋用した方がいいと思ってい
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たら，三矢先生力癖められろ許りでなく御料林力無くなつ まったといえばそれまでで､士が，日本の再建を期するとこ

た。それから宮内省がなくなり，天皇陛下まで.…。とに ろはやはり糖神力にあるとつくづく考えますので，少<と
かく当はめて見ると面白いこと力緬分あるのですね。だか も，わ沁わｵI糾蒙関係者がお互いに戒め合っていったなら

恥

ら迷信的な弓ともあながち悪いことでもないと思います。 、 ぱ，漸次他の方面もよくなって行く。どうぞこの機会に一
楯公の銅像な々かも二重橋の鬼門だというのですが,楠公 層の御努力をお願いする次第であります｡役人時代の事柄
がよだれをたらして密会を見ている。ああい5銅像こそ高 については先輩各位のいろいろのお話がありまして何も申
い所謹見ておった方がいい。弁天様と殉観音雛と代えた方 上げることほありませんが，ただ一つ風変りなことで一一
がいいのじゃないかと恩わｵしるのですも大手町の元の林野 ここに当時の松川部長もおられ輩すが一一私が最後の御奉

局の前を通る度に都ホテルが気になって感慨深いものがあ 公と熊本の童林局へ参りました時に，あそこの絶海の孤島
り.まず｡後から考えて当はまるものではあるのですが，と である屋久島の林産物を復興鴬ｳｰるため山の役所としては珍
にかく避けられるなら避けておいた方がいいような気がす らしく船を作ったことがあります｡旗葉可省君が青森で小
るのですも知らなければいいのですが。 さな船をお作りになったことを聞きましたが,幸い山林局

林寺尾君とは大日本山林会の雑誌｢山林j編輯で随分 方面の御許可を得まして200トンの鉄船を大阪の三原造船
長い間一緒に苦労したが，そういう漫談を聞いたことはな 所に頼んで造りました｡それまでは屋久鳥の林産物は約100

い。 海里ですが，小さなボツ承船を雇ってやっておったので

寺尾収つときなんです。 説荒海でありまして，私の行った当時も1隻沈没して保

三浦(伊)中金さん何か拳気付きのことがありました 険問題など大変でしたし,何とかしなくてはというので局
ら。 営でやろうということになって，松川さんのお骨折りで水

中金いわゆるお瀞目手だから何も考えて参りません窓 産局の技師が設計して造りました･当時’トン5'000円
で,200ﾄﾝで10万円,“りました｡昭和10年にそれした。私も役人を辞あてから10年程腫なりますが，思い

当ることは，湊山さんのおっしゃった獄業関係には一番蚤 を作りまして′翌年の進水式力轆か二・二・六事件当日で
金の問題が大事だということを私もつくづく考えさせられ ございました。進水式をやる5とした時に号外が出て大変
叢した。私の申上げることは広い意味で木材関係にまで及 聴いたのですが,それはそれ，これはこれとい5ので無事
びますが,現在の総ての産諜罰顎金に進われ筵いるのは当 に済まぜました。爾来屋久島の林産物は，裂絵順調に内地
然であり霞しようが,殊に木材関係では資金の寝る期間が ‐に届くようになりましたが,私力瀞めましてから戦争に入
非常に長いので，どうしても国家の政策として，今後の日 りまして，あの船はどうなっただろうと絶えず気にかけて

本の林業,殊に木材の自給という点からいきましても，何 おりました。戦時中は秋田の方まで回って石炭の運送をし
”資金の問題を特別に考えられて施策していただきた ているとも聞きました｡大分痛んで来たそうですが,未だ

．い。国土は狭くなりましても林野C面積はまだまだ沢山あ． に鎚蝿になっている芝聞いて何となく欣快に堪歳ないの
るのですから，これの方策を考えてもち少し溌金関係を門 でござ1，､まず･造って2，3年して会計検査員が来ました
滑腱してゆくことを若い方蒋によって一つ大いにやってぃ ので,びくびくいたしきした溌蕊林っていミものはなかな
ただきたいと思うのです｡小さな木材会社をやっておりま か融通のきくもので調軋，といつ“ﾘに潴叱言もなくすん
しても全く資金が行詰ってしまうのです。大きな会社で だのであります。
も，やはりこｵ'が為に憂き目を見ているという現況であり 柴田ちょっと物語りな附加えますが,景山丸といって

ます｡恐らく，将来といえども林業木樹に関しては長期喪 非常にスマートな船ですが，昨年のルース鴎風で吹上げら
金の融通が坂計らわれませんど，林業界は進展しないと思 れて底を痛め，500万円程修理費をかけて，今叉立派に活
っており蓑説それから先程正木さんのおっしゃいました 躍しております。

林業技術者の清廉潔白ということは私も非瀞に痛感いたし 三浦(伊)屋久島の話が出ましたが,最近に下村海南博

塞すの看，民間におりましても林野庁方面，府県の林務関 士と吉阪侯蔵氏力渥久島に行かれるのじやないかと思い輩

係にああいう汚職の起りまぜんよう蔭ながら心配しており す。それに関連して，屋久島は国立公園の一つの候補地に

ましたが，ガっｵuわれの方面におきましては未だに大したこ なっておりますが，その場合他の候補地と腕合せて選定す

とが畠ないということに対して，敬意を表する次第でござ ることになります。恐らく幾林省や林野庁の方にも連絡が

います。自分の役人時代を考えましても，どぅしてあんな ある筈歪すが，屋久島では屋久杉詮保存することが重要腫
大それたことが出来るのか迄思います-が,やはり未だかつ なるのじやないかと思います｡私としては,林学の方から
て経験しなかった敗戦のために国民の思想が全く変ってし いっても国立公園の労からいっても世界的に保存すべきも
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敬老座談会

ているので，今日の座議会通ら歴史に関係して戦逵るもの

があればと思っていたので､すが｡松川さんは非常に請錘で

今日の司会もなさらない。夫れだから澗洲の虎力鑛となっ

たと「林材ゴなどに書かれた（笑声）。松川さんに鈴瞬、

することは，おｵ1副つれの在官中にヒバの天綱iについて

随分努力をLW究し莚貰った筈ですし,沢山識､弟子を作
って後進を指導して賃いたL,と思っておりましたが，皆さ

ん余り御偉くて弟子を作られなかった。例えば先輩の努力

したいろんな試験地は戦時とはいい乍ら消えてしまって，

戦後に叉新しい試験地を作っている。議験地の幟想転見寵

すと，わｵI剃られのやったのと同じようなもので一一最近ば

現地で見ており霞せんが。松川さんはヒバの更新について

は第一人者であって，満洲に行ってしまっても論文を錘い

て鈴られるものと思っていたのですが,澗洲では満洲の虎

になってしま爵つれ，今日迄ヒパの更新には相当の金遼使っ

たにも拘らず未だに結果が綴まっていませんが，此年の正

月から2年間酒をやめてやられるというから，近く論文を

纏められ為のだと思います。同時に河田（燕)君には森林

植生を研究され，その指導の下で営林当局によって調べら

れたものは5ず高くなっています。おそらく数10万円使っ

たと思いますが，そういう日本の植生論を饗めて貰いたl,、

と思っておりまして，その弟子分の栗田（勲）君が引受け

られたにも拘らず，師弟の間渥おいてうまい話合が出来ず

未完成であります。これは国家的に考えて，叉学術的に考
えて非常に遺憾だと思います。ただ大政（正幽君のブナ

林の土壌調査だけが最近学位論文に綴ったことは同麗であ

りますb私の在官中の記憶では地方称務官の会議などで江

畑さんと正木さんが出て来ると長広舌で有名であったにも

拘らず，今日江畑さんは余り歴も遠憲して鐺ら灘まず。例

えば御在勤地の岐阜県や山梨県の樹畦事中には非常に大き

な問題が残っていると思います｡岐阜県は韻治中葉林務課
が出来た最初の采で， 30年代艇久米幸三郎さんが学校な

出て間もなく課長になって保安林政策などで非常に手腕を

振矛つれた処です。その時の知事は後年政界祭ス中の大ボス

だった伊沢多喜男氏で､すが,江側曜んはあの後何代目です
か。叉山梨茶の劉場御料林にも色詩の問題があると思いま

す。

江畑三代目で龍

中金江畑≦んに序でに伺っておきた､､のですが，繩X
署から地方庁においでになる事情を，私も体験した一つの

参考までに伺いたいのでずが。

江畑私は林区黒迄2年弱おりました。鐙うして川瀬先

生に是非木曾の山林へ行けといわれました瀞,余り遠いと
ころであり，まだ年は若いのに向うには年配の者がおった
ので弱輩はとても行けないと思って長く遮婁を延ばしてい

のだと思います。 スギは凌那にいくらかあるとはいって

も，日本特有の寿命の長い樹ですから，保存したL､と思い

ますが，そのような点を一つ御考慮願いたいと思います｡

林屋久杉は今伐つでいるのじやないですか。

早尾一部伐っております。

柴田いくら力利用しておりますが,前のように多く伐

ってはおり童巷ん。

三浦(伊)最後に一つ玉手さんに何か稲願いします。

玉手大体私はﾎ鐸試験場におりまして，治水関係に携

っておりましたが；満洲に参りましたd満洲では伐採も造

林もしたわけですが,恰度戦争中で増産の事業に“”ま

した。日本の国民性として山詮愛する気持が多分にあると

思うのですが，伐るばかりじやいかぬから造林しなければ

というので実際lこカな入れたのです｡先程朝鮮の山が日本

人の力で非常腫よくなったというお話力§あり髪したが,私
もそれを痛感して鈴りますb鉄道の沿線から見ると山が皆

青為としていますb之は朝鮮の治政の中で非常に大きな日

本人の事業だと考えており霞す。特に純業の先輩の方々が

非常な努力をされて， 30年間にあれだけの緑を作ったの

だと功績の偉大なるのを感じられます。然し満洲では造林

は中,々難かしいし年数も短かかったので努力の割合には成

果は華らな力輩つた嬢です｡-終戦後日本に帰って来ますと，

山が非常に荒れ蒲【伐されている。しかも森林の面積が半分

になってしまった。山がひどく荒らされたのは終戦のどさ

くさのためでしょうが，元来日本人は山を愛するという根

本的な思想がありますので，世の中ガ軟第に落着いて来ま

すと本来の精神に戻って造榊燕んになって来る。山もだ

んだん復興して行くことは非常に喜ばしいことですb一方

山の識が減っております関係で，節約しなければならな

い。これは林野庁方面でも特に樹曜沁の点でありますが，

消蟹の節約という角度から見て，実際政策に移さなければ

ならない。私が感じ毛ことは，足りないということはわれ

われには判っているのですが，一般の人にはなかな力判ら

ないのですも山の樹織伐ればまだあるだろうという思想が

多､､ような気がするの』です。造杯の方は緑の週間で緑の羽

根をもって緑化造林と宣伝しておりまして,大分飲み込ん

で来ておりますが，木材が現実に足らぬということの具体

的な宣俵の仕方に対して消費節約というばかりでなく何か

根本的な方策を立てて宣伝する必要があると思います。ど

うしたらよい力私には判らないのですが，民衆によく潅透

するよ5にやらなくちゃいかぬと考えております。

三浦(伊)大分嶬間も過ぎておりますので，早尾さんか

ら総論があり議したらお願いします。

早尾祷論ではありま趣んが，2，3分間申上げたいこ

とがあります。私は中金君と2人で只今"鐸行政史を書い

《
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敬老座談会

たのですが，その話鋤罐んで5ケ月後に辞令が出てしまっ

て，当時の課長にも何も相談してなか#つたので，お叱言を

くつだのですが，そんな事情で別にどうこうはなかったの

です。 “

中金有難うございました。

早尾漆山さんから中央林業団体の人的陣容の不備次陥

について御意見がありました力認も同感であります｡

三浦(伊）それでは予定よりも大分時間力謡ちましたの

で.…。長い時間に亘って大窪有益で興味ある詰話を謹冬

伺わせていただきまして有難うございました。私進行係左

務めさせていただきまして，いろいろ失礼なことがあった

と思いますが，何卒先薙各位には不悪御了承の程読願いい

だしたいと纈‘,ます。座談会はこれで終ることにいたしま

すが，松川さんから何力御挨拶でもお願いしたいと思いま

す。

松川大分時間も遅くなりましたので簡単に詣別琵申上

げたいと思います｡先刻，早尾先輩から進行係をお願いし

たことによって，何が言論詮封じたような蕊話がありまし

たが，私は両先輩に敬意を表する意味に於て三浦先生と早

尾さんに座長と進行の御斡旋をお願いいたしたような次第

笹あります。この点悪しからず御了承いただきたいと存じ

ます。勿論早尾さんはこの位のことで言論を抑圧されるよ

5な心臓の持主ではないだろうと確信申上げて鑑ります。

お蔭雛で，澗に円満に座談を運んで頂いた御懇情に対し』

両先輩に厚く鮨礼申上げま説私は少燕痛い槍玉にあげら

れましたが，汗顔の至りです。 これまた御厚礼申上げま

す。今日は隔意ないお話を十分に承らしていただき誠に有

難く存じます。このやうにして，幸ひにも主餐の先輩の方
方,叉陪席の先輩の方玲と久し振りにお目に掛淑,，膝を交

へて走話を承る機会を得ましたことは，日本林業技術協会
として誠に光栄至極に存じまれ興味深い潴話の中に，い

ろいろと行政面，叉は技術面，或いは税制方面，官紀問題

など万般について極めて温い教えを親しく承らして山､ただ
きまして，自分としては昔誌龍輩から手を順って導いてい

ただきました当時を偲びまして，まことに懐しく存じてお

る次第でございます。勿論協会といたしまじてもこの上な

い幸福でございます。どうか1万8百の後進全会員に対し

目今後とも一層の繩旨導と御支援を賜りますようお願い申上
げます。

協会もこうして立派な会館を建てていただきましたが，

まだ樹も植っておりません。近く松原専溌理事の斡旋で専
門犬家の設計に従って造園の方もはじめる段取りになって

おりますが，先刻寺尾さんの御話の門の中に1本の樹謹植

えることだけはやらないことにして，この協会の栄えを祈

って十分立派な造園左したいと思っております。どらかぉ

暇の節はお心おきなくお立寄り下さいまして，鎚茶なり召

上ってゆっくりお休みをﾙ､ただきたいと存じます。それか

ら初めに申落しましたが，内職罐輩を初め本日御欠席の

方々から呉肇もよろしくというお手紙叉はお話を頂いてお

りますのでお伝えいたします。

なお，今回の催につき霞してば林野庁海ら非常な御援助

をいただいております上腫，柴田，齢付両部長力鑑忙しい

中を長い時間終始御出席いただきましたこと溝厚く御礼申

上げます。講験場の玉手部長にも同様詣忙しい中をおいで

いただき，有難う"ございました。これで座談会を閉じたい

と思いますが，お時間の許す限りごゆっくりご識淡いただ

きたいと存じます。簡単でございますが，これをもちまし

て閉会の辞と致しますがこ上に重ねて厚く御礼を申上げる

と共に御参会の皆穣の御健勝な心からお祈り申_E|げます。

誠に有難うござぃ葦した。 雛）

×

誌 上 蓼 加

本日止むを得ない御事由のために御出席できなか

った方玲から寄牲られたも･のを誌上参加として以

下に掲載致します

秋随I県村山喜一郎氏

今回敬老座談会に出席すべく招請を受けたが，止むなき

事情のため其好意に副ふ能はざりし事を遺憾とし，誌上参

加により其の責めを塞ぐ幸ひに諒恕を乞う。

青年は未来を夢み老人は過去を語るとかや。老生も新進

の少壮学者や業者の参考として自己の体験と事業の経過を

語る幸ひに一祭を論はらぱ幸甚。

私は造林事業iこ着手したのは鯛治必年である。其の動

機は私の製材工場は明治43年の雄物川大洪水にて土場に

浸水し，捲立ての勵這の全部を流失し,失業状態に暇うた

当時秋田索林区騨は其の救済のため素材な2，3の同業者

に特売したe然るに何故か私は其の選に洩れ一出も入手出

来なかった。私は直ちに当局に之に均霧すべく要請1-,たが

遂に詮議不胃醗こ終った。当時其交渉に当りたる技官戸沢叉

次郎氏は特売依存性の劣弱なるを痛説し業者ほ自ら育林よ

り製材に至る一貫作業の確実性を強調して予に植林の急務

なる詮勧告趣られた･予ぱ深く其の言説に感銘を覚え，鼓

に造林劉鐸に指詮梁むる事iこなった。これより県内数ケ村

に渉り山林土地を購入し明治“年より昭和15年霞で毎

年3，40町歩を植栽し今日に至って居る。

朋治響年8月知人の紹介により静岡県浜名郡和田村字

安間に金原明善翁を往訪した。翁は快く予を引見ぜられ植

林の公共福祉1こ貢献するの陣大なる功果を力説し，諒々と

して予に其の実行を懲憩し激励ぜられた°直ちに先生の創

業に係る瀬尻山林を踏査すべく， 当日は途中機山に一泊
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敬老座談．会'

し，翌日瀬尻を視察し，夜に入り竜川に泊り翌朝天竜川を

下り二俣に上陸した景噸がある。

蕊するに造称には全くの門外漢である私をして兎も角之

に身左授ずるに至らしめた恩人は以上の二先生である。金

原先生は当時81歳であるが，私は本年恰かも81歳の事

とて感慨深きものがある。造林は安全確実の事業であると

一般に伝えられて居るが，是は成功の一面からの観察で，

他面部分的には可なりの失敗もある。予の業蹟は成功6

割,失敗4割位の処であろう。安全確実性は一般に識せ

られ居る故に之を省脇する。而して林錘営を企業的観点

より見たる欠陥は次の点である。

1人工樵嚇『の没溌は藩業より資金回収まで座,50年

の長期を要する｡其間経済事情の変化により資金の融通を

求めても金融業者は絶対に之を相手にしない。若し中途艇

於て換金処分するとせば，不当の安価に投売するの外はな

い。、

2森林の生産力は自然力に依存するもの多分である故

に，人工童以て防止する事の出来ない損失がある。即ち気

象上の被害（風雪氷）による損失は之を避くる事は出来な

い。

3適地適木は造陳の要訣であるば勿論であるが,植栽

の着手に当り将来の収穫予定を確立し,土難樹種の選定を

誤らないようにするまでには科学と技術は発達して居らな

い。之は学者と技術家との研さんに侯つもの多大で湯る．

次ぎに話題を経営方面に移して経済的変化の蹟詮述べて

見よう。

明治の末期より大正3年頃まで秋田地方にては山行杉苗

ユ本価3厘,造林人夫1日労賃30銭乃至35銭が造林灘

の支出であり；収入は杉立木山元価石1円乃至1‘円50銭

である。之を現今杉苗1本4円乃至5円（平均4円5瞳）

労賃1日金250円で，その倍率になる苗木は1500倍，

労銀800倍之に対して，収入は杉立木山元価石800円倍率

約700倍になって居る故に，之を生産費より見たる場合

は，立木価絡は筒騰貴の余地あるものと思はる。

私臓大正9年に些かの野心より政界に乗り出して，大正

'0年より昭和3年まで衆議院議員として政治生活詮続け
た。其の間に於ける林麺策に関する自分の携はり.たる問

題の2，3をを述べる。

山林所得説の軽減は多年に渉り業界より要望ありたる

も，其実現は見られなかったが，私は大正14年に大日本

山株会の支援を得て山林所得より一般所得を分離し，其収

スを10にて除し，其税率を全額に適用する蕊に政め鞍議員

提田の法律案として提田し議会を通過したるが，貴族院雁

て審議未了となった。其後数次政府と折衝し翌年政府提出

の法律案として5分5乗の課税は改められた。

次ぎに忍有林造林助成法律案を提出した。其の内容は当

時公宥林野にのみ治水識の名目を以て造林饗を補助し居る

も，同一条件の下にある私有林には何等の補助なきは均衡

を失Fﾘｰるものである故に，之と同一の補助を与えて造林を

促進姪よ，との主旨で之も衆議院を通過したが，政府は法

律を以て補助率を規定すなわち行政措溌を拘束する故に面

白くないとの理由で不成立となつだが，併し現在の造林補

助の措置はここに其の根因を発したものである。

大正12年の関東大震災の復旧資材として米材の京浜市

場に大遼輸入ぜられたるは周知の如くである。其れ力翻機

となって爾来毎年千数百万石の輪ｽあり』同時に樺太の北
洋材の移入も連年累増して内地産材を圧迫し材価暴落の結

果内地林業家は殆んど蒐拾すべからざる経済上の混乱を起

した。是には内地産木材保謹の見地より米材雁射L関税を

課することとし，関税定率改正法案を提出し満場一致可決

し政府は之を容れて従来無税なりし角丸太の素材にも関税

を課することに改めた｡其他林政に関する数種の建議案決

議案あるも省略する。唯当時も今日も旧体依然として国会

に於ける林政問題に関する論議の低調なることである。是

は議員の知織の貧困なるに因ることならんも，一殻国民の

林業に対する関心の乏しきため其の刺戟の妙きためであろ

う。

以上のべ来りて既往を顧み現時の状勢と対照し筵其の変
遷のあとを思索して更に想を新たにするものがある。

其れは北海道材と内地木材との価絡変遷の経過と内地材
とﾀ掴産材との需給関係である。関治42年北海道未開地

処分法公布せられ，国有林野を民間に貸付売払することと

なり，牧場叉は農耕地用の名目を以て処分せられた。私は

其の興じ見枝幸地方に商用を以て数次注復して居りし力島

一時莫大なる立木の売狐が出た。当時の価繍ほエゾ訟立木

径尺5上79掛100石10.円乃至15円（平石換算石8

銭乃至12蝿で，其の以下の径級は無価値で用途はな

く，唯開墾の障害物として銃き擬ばれるものもあった。然

るに大正6年富士製紙会社は社有林として伐採跡鎚の山林

買収に乗り出し,従来無価値なりし尺5以下の中丸太級も
矢張'00石10円位の値が出たため,処有者は夢の如き心地
Lて一斉に売り付ける事になった。即ち大正6年のエゾト

ド立木1石当り単価金8銭である。爾来今日まで価諾は一

路向上の途迩辿り来りしが，昨26年秋の高値は民有林の

立木中丸太級1石1，‘500円の単価を見た。之を関治末期の

無価値零を仮りに単位1賎として42隼間に，15万倍の

高率の騰掻となる。筒従塞ib海道より針葉樹丸太を内地に

移孤cぜられ内地材を圧迫した時もあったが，今日は反対に

内地材を道内に移入Lて其の不足を補充するに至った。是

もまた奇異なる変遷である。
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木凋需給状勢侭大正の初期より昭和12,3年頃までは
北洋材の乱伐と，米材の安値による大量の輸移材にて，需

用の大半を賭ひ，内地材は之が圧迫を受けて殆んど瀕死の

状態に陥った。私は当時全山連の理事をして居り』奈良・

三重．静岡地方の業者より救済策として内地材価絡維持の

.ため輪移入材阻止の対策を持ち込童れ，可なりの苦心を扱

った。即ち当時は輪移入材の;鱗行氾濫を如何にして防ng3"

るか酋蘂急問題であった。

顧みて終戦後の需給状勢と対照するに,戦事中の乱伐荒

廃による森林資源の喪失とは云え今日はF鋤瀞資源腱て
は国内の需用に応ずる能はず，妙くとも1,000万石以上

の不足ある故に之をﾀ耐の輸入によるを捷径とするようで

ある。併し価絡の高いのと国際状勢の楽観を許さないのと

で実現億六ケしいやに聞く。是また既往20年間に於ける

木林過剰より，急転直下遼かに不足に移りたる変遷の連か

なるに驚くの外はない。

最後に緒論を述べる。

毎年の年中行事として緑の週間を設定し〃国民運動とし

て植林の実行を勧奨する事は糖神運動としてはまことに結

羅である。併し是のみ倉Iこては未だ足らない。更に･二･歩を進

めて林業な艤業経済の一環として如何にして企業としての

採算を可能にする尋§出来るか。是ば政府並に当路者の努

力に侯つ。之を解決するの外はな嘘b忘言多謝。

－伐り荒された現場を見腱出かけた1‘諦望は釦なるもの

があるのだが，これも出先での健康が心配なのと，そのた

め皆さんにご迷惑をかけるやうなことになっては，相済ま

ないと思ふので，残念ながら出られない一。（いかにも

残念そう）－森称事業は木材がなくなると皆がわいわい

騒ぎ畠すのが常例で，平素は殆んど顧みられないものであ

る。俄かに殖やすことの出来ない資源だから平素の培養が

大切雄のである。こんどの戦争もえらい結果に終ったが，

戦争中戦後と木材の欠乏がレユ壁いたので，国民の反省を促

すには大いばﾆ役立ったとも思はれる。

現在は木勅事情や治山治水の面で国民の関心も高まり，

これを処理する官民の若い方盈の御謹心も並大低のことで

はあるまい。この際大いに自重自愛せられ識極的に諸計画

を推し進めて森林,称業及び純政に対する国民の自覚を促

し,立派な森林国謹造り上げて貰ひた1,,ことを念願してゐ

る。

鴨緑江採木公司の理事長時代は，伐る一方の仕事琶,造

林などを計画的にやると，支那側から良く思はれなかっ

た。それでも造林の必要性を示すために僅かではあるが，

方為に殖林の見本を作って鐺いた｡安東県の紅松造秣地な

どもその一例だが。－（筆者はそのi鉾ド地の欝篭たる成

林振りを視察したことがある旨を補足する）－その頃迄

は伐採事業も支那側を恐れて大変大事をとってゐたが，自

分は支謝取りの理事長と寂組んで随分恩ひ切って伐ったもの

だ。区域外の吉林省の山にも喰ひ込んで大いに伐採した

が，原住地元民の我埼に対す為危険性は可成りあった。勿‘

論伐採に当っては，吉泳あたりに居る支那側の大筋処と話

合ひ，話をすればこれ等要路の連中は良くつかるのでff"

をはじ必るのだが，地元の支那人はそんなこ座は知らな

い。こちらを泥棒とでも思って人をねらって危害を加えて

来るのだから危いと云ったらない。しかしその位のことで

遅疑するやうな者はゐなかったから頼もしいことだった。

関東大震災の報を受けたときは，どうせ木材に困ってゐる

だらぅと思ったので，送れとも云って来ないが日本では多

＝

＝

東京都 内藤碓．介氏

（去る3月12日，玉手，松川両氏が中目黒の内藤

氏邸宅をお訪ねしてお話を伺った要旨でありま､す）

敬老座談会にお招きを5げて洞に有難う。参上して皆さ

んに鰐会ひしたいのば山為であ務が’戦争中捌埋福山に疎

開し，縦戦後帰京し-℃以来は全く門外不出のX犬態で，何ケ

月かに一度近所の散髪屋に行くだけ，その他は自室に床を

伸べておき，”たL時にはれころんでいるという勝手な生

活をしてゐるので，大勢のお集りに出ることは詣許し願つ

へ

。

《
‐
二

更蕊灘総:雛菫麗篭撚薦謹雛患嚥息ご軸桑虚織る鋪を
し<思ほず_人東京に残ってゐたが,はた力鈴り騒ぐ･ので に;ぎつちりつまってゐた材木をどしどし大賦に急送した

ことがある｡この時は米国からも沢山来たらしい瀦採木

墓難藤鰯謹扉急蕊麓鰯鱈公詞の…鱒…聴気…こ‘翻心潅らしい｡－
借時を偲ぶ嬉しそうな鐇顔を拝見したのを磯会に，長座

な訳であった。現在でも食物も普通食であるし，煙草も喫
の御無礼をお詫びし，ご健勝を祈りつ上お別れした)。

ふし，酒もたまにはやってゐる。何処といってわるい処も

ないが何分87才にもなってゐるから老衰とでも云ふので 島根県 糸原武太郎氏

あらう－。（しかし拝見した処1頭髪も半白程度,昔な 時下早春之候益為御清穆に渉らせられ慶賀の至りに存上

がらの雄祁な気魂が漆ってゐるやうに見受けられる）戦時 げます。

中，戦後と随分山を伐り荒したこと笈らうが，伐・り跡はど 陳者此の度灘日本刺…術協会創立三十周年を迎えさせ

んな状態であらうか｡－（感慨無量のおも上ちである） られます御趣洵に壷祝の至りに存上げます。

一一一28－
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敬老座談会
－宅

資会創立以来吾国林業の振興発展に資せられましたる御

功績は実に至大なるもの有之其の御業績に対し衷心満腔の

敬意を表し上ぐるものであり讃3-･吾が林業界の変遷に関

し往時を回顧致します時,今筒ほ残されたる幾多の懸案も

御酌､叢すが，腫為感慨無量のものがあります。何卒現下

林業界の趨勢に処せられまして益為吾国林業の発達進展の

為め一層御尽捧の程御願ひ申上げます次第で御座います。

鼓に謹みて蕪辞を以て御祝詞申上げますb就きましてほ

創立三十周年を記念せられ御盛大なる御式典を御拳行遊さ

れ併て敬老座談会を御開催相成ります趣にて不肖小生に迄

御鄭重なる御懇招を辱ふ致し御芳傭の程洵に有り難く厚く

御礼申上げます5実は当日湾惨会申上げ親しく先輩諸名

士各位の御高話を拝聴致し度きが末意で御座いますが何分

にも遠隔の地でも御座いますし,又余儀無き支障も御函、

議すので甚だ遺憾乍ら今回は参会相叶はざる次第何卒不悪

御諒承の程御願ひ申上ｹﾗ華､す。

乍輝御出席の皆犠にも幾重にも宜敬御伝の程御願ひ申上げ

ます。

鐘に謹みて御祝詞申上毒盈厚く御礼申上げますも何卒国

家の為め切に御加餐遊され益為御尽拝の程御祈申上げま

す。

× ×

一一謝 辞一

風秋雨70有5年流水の如:く過ぎ去りてやがて名もなく飛

花落葉にも劣る械骨となりて終りなむ･人生不可解であ

り，人生終に奈何を疾呼せざるを得ないのであります。退

官後は華美塵俗の都を去りて先哲の多くが履践したる力;如

く農に勧帯すべく家郷に閑居し外界股の接触を一切排除し

て田園美を麓慨し而して老ひたりと雛も安きを貧らず食溌

の一部を補給すべ<購耕雨読の傍余技に親し象徳を養ひ道

を治め未完成の自己左完成壁の自己への精進努力を持続し

揮尾の奮闘を念願して居ります。聞ならく老荘は清浄無為

を以て道となし退虚守静詮以て教とし自然を憧僚し素ﾎﾄに

帰るべく而して簡明酒脱にして風韻の余惜ある禅的生活左

大声疾呼しましたが多くは僅耳に入らず然しながら竹林の

七疑竹溪六逸陶淵明其他幾百千の哲人雄士侭之に呼応し心

身共に陶酔し泰然として難行苦行し撒衣粗食乏しきを蕊へ

ず仮令春花の研,秋葉の麓なしとするも松柏の蒔斡亭をと

して空を凌ぎ天に参し蒼欝として長へに芳翠青を改めざる

樹高と壮雄静寂と安慰の仏光神潅溢る奥天国浄土を澗喫鑿

し力如くに不敏ながら我も亦壌尾に附し奪其日英日を其年

年を明朗に而して勁健に催'々自適千年の齢を保全し人事を

尽して天命を待つことこそ今次の御高恩の万一に報ずるの

途ならんかと傭を藷する高く思ひな馳する深き次第であり
ます。重海て御厚誼に対し深甚の謝意を表明致します。

江畑猷之允

ハ
ロ A
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第4回懸賞論文募集 （
一 （

一
豆

出席された各位からそれぞれ御鄭重な謝辞を賜は

りましたが，これ等を代表して江畑氏のお手紙を
蜜

紹介し，会員に対する報告に代えさせて頂きます

帳輯子）

桜花之春の折柄誠に御清康の段大慶に存上げ霞す。

一先股は老骨儀破路の御推挙Iこ浴し又過分の御手当拝受し

て新装成れる会館に赫々たる顕位と隆鳧たる盛名ある各位

の間に席末を汚勃詞豈光栄を得て御高話を拝聴出来童したこ

と臓例へば蕪馬の鋲鱗に配し寒鴉の鐵鳳に伍するの類で退

一官後20年間に於ける至上至高の光琿ある名誉と感激し帰

省後も当時左追懐して思慕の情に堪へず御高恩の程深く厚

く御礼申上げます。職みれば恰も在官中先輩の御高庇に依

り昭和3年今上陛下御即位の御大礼の諸儀式に参列し引続

き宮中盤明殿に於ける御招宴に参進し得たると，而して今

回の御推挙左蒙りたろ二大栄誉詮荷ひ得ましてやがて兵士

への唯一無二の土産として旅立ちすることで御座りましょ

う。足下御承知の如く張九齢の詩に

宿昔青雲の志蹉距としそ白髪の年
誰れか知らん朗鏡の褒形影自から相隣む’

誠に青春気鋭の脳裡に点描せし所の華やかなりし希望も

麗らかなりし宣誓も今にして其大部分は瓦餅と脱化して春

－

１
４
４課題

ユ．

2．

ユ． 林業団体の整備について

2．国有称の企業合理化について、
3．林業技術普及の方策
以上三題の中から一題准選ぶこと

入選特滋避林大臣賞（副賞1万円）
1膳林野庁長官蛍（〃8千円）

2席林業技術協会賞（〃4千円）
佳作 蛍 品 易

募集締切昭和27年11月30日 ．
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１
２
３〕

第2回林業写眞コンクール作品募集

題材

「林請こ関して参考迫なる写真作品」
~入選特選農林大臣賞副賞5千円）

1席林野庁長官蛍（〃3千円）
2席協会賞（〃2千門）
3席賛金1千円
佳作賀品

墓蕊締切昭和27年11月30日

点
点
点
点
点

１
３
５
，
釦

宝催日林協 径媛農称省

（詳細は何れも本誌前号(126号－8月)を参照のこと）
－－～富一人～一上－～－
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林業難観 (4）

『

山崎 蘂
一
塁
二

（5）スギ，ヒノキ鐘休地の適正本数 く，その儲になってゐた所,昭和22年になって，技術の

間伐の鱒榊或最も技術を要す-る事業ではあるが"実行に 研究に理解と熱心を持たれる後藤現長野営林局長が,経営

先だち，その伐採の程度を決あて置けば,後は常議定実行 部長として高知に来任登らるLや，これを坂り上げ，部長

しても大過はないものであると述べた。そしてその程度 直接陣頭に立ち造林課長はじめ，当時高緊嬉林局内の間伐

は,単にその料奇が要求してゐる点嘩塾りでなく，経済的 鐵艤と目される者を動員し実地1こつき対照調査され鰯
や，操業上の点も考へ,繰り返し期とも関連して決定すべ 果，略適合するとの折紙を戴き,・管内を口瀕して廻るや

きものとも説い権。然しその前提となる程度の判定は，初 ら, AI冊子となって第一綴に配布されるようになった次第

心者が株分を見ただけでは困難なことであるから，何かこ で，私ほその知遇に心から感謝してゐる。

こに初心者でも判走し得るだけの基準を示さない限り，私 所で私がこの研究に用いた資料は，大部分胸高直径の平

の今迄述べた所は空論に終る虞れがある。そこで私は，そ 均が30cm以下のものであった為，今では私自身40～50

れを簡単に解決する方法として前にも一寸書いたように" Cnlにもなれば,多少誤りがありはしないかとの，疑問詮

適正本数の計錬式を擬供するものである。これは地位の良．生じてゐる｡･或は

し悪しに拘はらず，また年令の如何を間はず，林木が略優 n=75,600d-1･4-20

良な生長を縦け，且つ相当の幹形を保って行くべき生立本 （この式でのdはcm力璋位である）

数は，その胸高直径との間に，次の関係があるととを発表 位が本当かも知ｵIjない。然しこの新しい”§本当であ､って

したものである。 も，対数表がなければ計算が鯛来なく，現地で応用しよう
白

などとは思いも．よらないし，且つ驚通の保育時代の造休地

。=-裂籍一 といへぼ,その平均直僅が30cm以下のもの臓稀である
(nはha当の本数でdば平均直径を10cm単位で表 から′実用的には近似式として前式を固執したい｡'以下蛇

足かも知れないが前式の利用方法を実例堂揚げて述べてみはしたものである）
／

よう。
この式はスギ，ヒノキ共通に適用されるものであるが，

他の樹種についてば盗料に乏しく検討されてゐない。 (a)立木度調査の標準

スギとヒノキが,相当樹形も性質も違ってゐるのに，調 間伐の前提として，先づその林分の立木度を知らなけれ

恋の結果共通してゐた点から見れば,或は他の針葉樹に＄ ぱならない｡その練分が密であると力錬であるとかは,大
通用出来るものがあるかも:知れないが，勿論万一のこと 体見た感じにxって判ることではあるが，これにある一定

の基準があつ莚,数字的に表示が出来たなれば,初心者にで，調査しなけｵLぱ判らないことである、

スギ，ヒノキに就ては，これを適用すればha当りの本 とっても便利であることは否めまい。 この計算式によれ
数と平均胸高直径診並I逵推定年肥大生長とにより，簡単な ぱ，その林分の適正本数が，平均直径から簡単に算出でき
苛鶴>で，間伐を必要と学る時期も，適当と認められる間伐 るから，これと現在本数との比によ､って，その洗分の立木

度を羨憾すことが出来る。例へぼ,現在の平均喧蕊が22．歩合も，またそｵ鰯§再び間伐を要する状態となる時期も，

更に繰り返し期を限定された場合，それに適応する間伐歩 gmであれば

合も容易に鍍走し得る…ある。 ”=-舞器=(:鈴=‘捌量=974本
話は余談になるが，これを私力淋差に発表したのは昭

和18年の琴であり，高知営林局でう議したのは,それよ である力覗在887本しかな鰄しば，その制冴の立木度は
りも叢諭のことであるが,自ら宣伝するだけの勇気もな粥=90%で,1,052本あれば, 108%, 1,161本郷ぱ

一
一
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(錘者）前高知営林局計画課長 120％と鐸的に表示が出来る。
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これ等は最適を100度で表はした場合，その髭90",

108度，120度と云っても差し麦へないであらう。

･ (b) 間伐程度の基準

保誇時代の造林地は常に適正本数を保ってゆくの力窪想
であるが,極端な弱い間伐を常に繰り返すことは，事業的

にも不可能である。それかといって，極端に強い間伐も，

林分の生長量を損するばかり~G薩く，樹形を悪窪する鰯も

の多いのは前記の通りである。
グ

普通他に何の制約も受けなし場合は材積の20％を標準

とし，幼時欝閉の回復が早い嶬溺では，そｵしよりも強く，

寮た，後期に至って回復の遅い時代では幾分少く行うこと

が適当ではあるまいかbまた繰り返し期から云へぱ，若い

うちでも10年位遼目標とすべきで，操業上並に間伐材の

禾蛎上差し麦へのない場合は，それより短かいのも理想で

あらうが， 5．年以内で繰り返さなければならない状態で

は，適当な間伐が行はれたとは云へない。鼓に一応20％

の間伐漆標準であるとすれば，立木度は常に90％から

110％の間にあるべきで，即ち間茂直後は90％，これが

約110％になったときが，次の間伐時期であらう。

然し実際においては，如何なる場合でも110％になっ

たとき常に実行することは不可能で都合腫よっては或は早

く，或は遮れて実行することもあらう。斯かる場合でも目

標は理想状態庭あるから，残さるべき適当段は常に90%

として差し麦へなく，標準伐採最は次の通りとなる。

標準伐採歩合=現在本数一適正本数×90％
現在本数

これを(a) ･を掲げた例を引けば877本の所では適正本，

数の90％と一致してゐるから，伐擢j烏合は零，即ち間伐

は出来ないし，1,052本の所では16.7％，1,169本の場合

は25％が標準の(癖歩合である。
鐸

なお，これは一般的に見た標準の伐擢辰合であるから，

この場合は所定繰返期迄の肥大生長を推定し，この推定

した直径に対する本数を計鎌す誹しば，残存せしむべき数量

が判明するから自ら順応した伐採歩合を知ることができ

る。

なお,間伐直前の本数は適正本数よりも'0％多いもの
零

とすれば､=證器とな為謀,僅か1%位の差は問

題でないからn--3識鶚-として差し麦へなからう。
そこで仮りに，現在の平均直径が22Cmである前の例を

採り，これに繰り返し期を10年と限定してみる。その林

分1ヶ年の肥大生長が平均4mmとすれば，次の間伐時

期たる10年鑑には，平均266mとならう。

その時期の燕数侭､=器幾=836本でよv､から，

1,052本の林で臓''\"s6=2'5%童た1,169章の
山では同犠の計算により28.5％の間伐をして置けばよい

ことがわかる。

年生長愛の見当がつかない場合は，特に若い林分を除き

総平均生長の8割程度と見ても計画に甚だしい狂はないで
草

あらう。これは4mm生長の予定が3xnmしか肥大生長を

しなくとも10年の予定がユ3年余になる勘定であるが，

3mmの生長を4mmと見誤ることは稀であらうことに反

し，単なる推定だけによる場合13年余で回復する所を

10年と見ることさへ寧ろ困難と思はれる程度であるから

･である。

(d)間伐時期の察知

間伐時期がまだ来てゐない林分でも，何時になったら間

伐が出来るか了或は何年後に問伐しなければならないか，

これを知りたい場合力輔目当多からう。

垂
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その総これ意実行に移すのは完全でなく，更に欝閉の回復 ・ この場合幟現在生立してゐる本数で略''0％の密度とな
時期と次期間伐の予定時錨とを考案すべきで，あまりに早 る寝径を知れば′生長状態から推して知ることが出来る。

<畷の間伐をしなければならないようなれば,これより 二れ噸婦興=器甥の逆禦蕊:で
強く，またその回復に長年月を要するようなれば，程度を

d=/'0'0#+n-'である。弱めて実行しなければならない。

(c)繰り返し期と間伐程度の連絡
前の例で，平均直経が22cm(適正本数974X)に対し

前項は大体,林分撫育の点から見て’略適遼の間伐を行 現在877本しかない場合を見ると，その本数で間伐を要
うことを目標としたものであるが，大面積の造林地経営で

は擬諜鯉想ぱ…麦へなく,繰り返し卿にある制約が ツー為“の蔭荏は/零－1=252即ち”2・mであ
生れてくる。小面識の場合でも，擬出路の関係や其他経済 るから，現在から3.2cm生長した時期が間伐すべき時

韮の要求から，次の間伐時期を考慮して，これに順応した 種，略年鈴4nnnの生長をして居れば, 8年後と云う計算

程度の間伐をしなければならない場合も生じてくる。例へ になる。

ぱ或る一団地の間伐を一巡するにはどうしても15年かL (附記) '本計算式応用上の注意

るとか，今後5年う-瀬,ぱ林道がつくから，差し当りそｵ迄 （イ）以上のような．目的のために設ける標準地には立木

持てる程度に弱く，実行したいとかの類である。 度に変化があってはいけない。特に造林木のない空地遼含
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んでゐては意珠をなさない。そのかわり決して広きを要し

ない。封lって2，30本程度の区域で全部一目に見涯し得る

塘装が便利である。

極く簡単に調査することが旧雲で，貝I唾に計算し’そｵ'′

に合うように撰木し，その残存木の密度を鍔錐として'附近

の他の区域へ翻竜を押し広めるのである。

見当がつきにく上なれば，．また小さな標準地篭取yって以

上のことを繰り返すの力窪想であ務｡．

決して，林分の総蓄磯や，総伐採量を知るた塗の標準地

と混同してはならない。

（戸）この蔚鱒式でば総て本数が基礎になってゐる漆伐

採歩合等,算出されたものは総て洞蔵歩合と見てよい。そ

郡は伐るものも,残るものも同じく平均直径で,本数が表
はｵ1,るからである。普通の場合間伐木は鐸木より小さい

から，その種吏に応じ錘を加減しなければならない。

（ハ）平均直径の託算は，単に露そのものを本数に応

じた平均値でよい。円面積Iこよる平均直径は却って適合し

ない。

（二） この各直径に対サる適正本数は，標準の樹型力塾

礎になってゐるから，既往において極度に疎開してゐたた

め,極端に梢殺木となってゐる場合は，標準樹型よりも直

径が過大となってゐるだけ，計算の本数が少<表はれる。

斯かる所では蝉出された本数より多いもの巻標準としなけ

ればならない。

（ホ）尾根筋や，南面の急斜地では光線の透射する量が

多く，従って，この計騨式よりも幾分多くするがよいと恩

はれる。然し斯かる所では，肉腱奮見た感じも，疎開した

ように見へるから，標準埴さへとらなければ，同じ程度の

つもりで撰木して砿，間違はない。自然に制瞬多くなって

ゐるものである。

‐（6）間伐の維期

一般の農作物等であれば，自然の成熟期があり，収鱈寿

期は一定期間に限られてゐるが，林木にはその限界がな

い。た堂林木が圧磯な生長をしてゐるうちは或る程庭棺殺

木の形をしてゐるが，利用上からは成るべく本末同大に近

いもの勧窪ましい回しかも，このような形になって後は上

記のような形'厚引き戻し生長を盛にさすことは一応困難が

伴うものである。斯かる見地からすれば，ホ扮・でもその状

態により，生育期と成熟期とを区分することが出来るが,

この区分も林令に伴って必然的に来るものではなく’造称

地の眠扱によって表はれるものであるから，取扱の如何Iこ

より，まだ当分主伐なしない予定の林でも成熟型の株があ

ら§っｵしたり，叉，主伐予定の時期力球ても生育期状態の未

熟型力観れる。

スギやマツ等では品種により，疎開してゐても初めか

ら，細長木となるものもあるが,警通の場合細長木となる

のは過密が原因で，常に適当に空間が与へられて居れば，

それに応じて御銀り斡も梢殺状態の総で,或る程度の生

長を続けてゆく筈である。斯かる形で筒且つ生長が極端に

衰へてゐるものもあるが，これは地力がつきたのガ源因轌

はある堂いか。また枝力湘当張ってるながら葉の量力誹常

に少<なるのは,_その樹種或は品種に対し短湿気の欠乏と

想像してゐる。

兎に角，スギでもヒノキでも1,000年以上の樹令を保伊動

樹種であるから僅か数10年で老衰する筈はなく，適地の撰

定と品種並に母樹の撰択に誤りさへなくぱ，その生長期は

相当長く続かし得るであら5．然lﾉ林木は或る時期が到哉し

ば当然主伐しなければならない。何時迄も間伐を続行すれ

ば，その主伐時期が来ても林木は梢殺状態の雛で利用上不

得簸な形をしてゐる。しかも間伐は将来の生長を確探する

ために行うものであって間伐直後は練分の生長識も却って

減少するものであるから，主伐直前に行しった間伐は何の利

益もなく，単に不便を忍んで分割伐採をする腫等しい。

故に幼時の保育時代にあっては，樹型の悪変を伴はない

限り適当に疎開して生長を計る反面，主伐時期が近づくに

つれ,間伐を停止し,或る程度の密林‘として,利用上妊適
な林木を多数生蕊することに努めなければならない。

所で,実際問題として，主伐前何年頃から間伐を停止す

べきか,即ち間伐の終期ほ何時であるか,簡単に云へない

問題である。

これを調査するには資料として伐期に近い造林地が必要

種あるが，国有林にはそれが少<，斯く論じてゐる私自身

何の確信もない訳である。
”

只これも生長率に関係があり，､その高いものは間伐後早

く欝閉するから短かL､期間でよく，生長率が低くなれぼ反
対に唇園期間莚要することば想像に難くない｡.そして，伐期

が長ければ生長率も低下することも争へない事実であるか

ら，私はこれと結びつけ，今のところ，伐期令の60妬に

相当する期間を生育時代，後の40％を成熟時代と見てゐ

る。

即ち100年遼伐期令とすｵLIf60年頃迄，また50年と

すれば30年頚迄前記適正本数に合致させるよう間伐を繰

り返し，その後は間伐しない方がよいではないか。それ位

に想像してゐる。

因に，その程度であれば，主伐時期にはこの適正本数よ

りも50％位多くなるであらうと想像してゐる。

（7）技 打

枝打の目的は間伐とは全然反対で，間伐淡,枝葉の不足

しないように，その拡張を計ってや墨ために行うのに反

し，枝打倣必要鐙以上の枝を除去し，樹幹の形質を整へよ

正
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うとするもの冠ある。

従yって間伐が常に適当に行ほれる場合のj鏑は単に枯死

乃至枯死に瀕した技が除去さ熱るに止まるが，間伐が早過

ぎたり，或は強旋に過ぎた場合は,下枝力端れろことなく

勢力を張るから，相当優勢な技迄，打たなければならなく

なる。

林分係育時代において，常に間伐を繰り返し必要度の枝

葉を保たすことに努あると共に，枯枝乃至瀕死の枝詮除い

て形質の向上を計ることは，所謂車の両輪の如きものであ

るが，間伐と併行して優勢な生枝を打つことは理論上矛盾

してゐる。僅勢な生枝を除くことは生活力のある枝葉が多

すぎるため行うものであるから間伐の時期が来てゐないこ

とを意味し，間伐が必要であることは，所要の枝葉が不足

するために行うものであるから有力な生枝を打つことは普

通ではあり得ない。

よく「この山は間伐しなくとも，枝打をすｵT蓋ぱ疎開す

る」と云5言葉を聞くが，枝打によって間伐を省略し得る

何の因果関係もない筈である。但し間伐代用の技打は，主

林木の生長の邪臓になる副林木の枝を打つものであるか

ら，これは別である。

狐，枝打の実行であるが，その程度に関しては色盈の識

があり，或は力枝を愛して下方全部を除くとか，或は樹高

の3分の2以下麓打つとか,叉はこれ等に類するものであ

興る。その澪ド善悪を論ずることは，承にとってはむつかし

い問題で，簡単に決することは出来ないから一応これから

離れ，初心者に或は参考にならう｡と思はれることで，一殻

にあまり云はれてゐないと恩はれる事を拾い上げてみた

い。なお，実行の方法については私自身素人で，いくら書

いてみてもそれは先輩や学者の，うけ売りに過ぎないから

遠慮する。

（1）力枝につし､で

校打に際し力枝という言葉がよく使はれるが，これ位根

拠のないものはないと思う。力枝とはどんなもので，林木

の生長とどんな関係があるかといへぼ，的確には何も表は

1_難い。普遠一般に力枝と云うのは．余り勢の衰へてゐな

い枝のうち一番大きいものとか，樹冠が円錐になってゐる

部分の下端に位する大きな枝であるとか，蓑た樹冠が一番

張ってゐる部分の枝とかを指して呼んでゐる。然しその何

れとするも，その立木での位置は立木度の如何によって移

動する性擬のもので，孤立木では相当下方にあるのに反

し,密になればなる程，上方に移るため，林木の生長並に・

樹形から考へ必要度とする枝葉の量を決定するたあには，

現実の力枝は何の参考にもならなL,。

力枝から上にある枝と，その下にある枝とでは，陽光を

受ける状態力謹5ので，同化作用を営む上についても，相

当の差をもってゐることば想像に難くないことではあ愚

が，有り余ってゐる愛のうちから能力の高いものを除く場

合と，不足してゐるものユうちから能力の低いものを除く

のとは，単に能力の如何だけで決定すべき問題ではなから

5。生長に識1だけの影響があるか，現実に検討しなけれ

ばならない問題である。

②枝打と生長の関係

稜葉の量は生長に重大な関係がありながら，必ずしもこ

れに比例するものでないと同穣横打によって現在着けて

ゐるものを除く場合も，生長に及ぼす影響は簡単ではな

く，同じように現存枝葉の半分とか，或は樹高の2分の

1，3分の1を標準として残しても，また梢頭の樹冠が円

錐になった部分だけを残してみても，その後の生長が従来

の生長と異る程度は一様でない。私の観察した所でば，樹

冠が充分拡張し枝葉の瞳が多かった場合は大鈴的に生技打

を行1，､樹高の3分の1程迄除去しても，案外なお優良な生

長をするのに反し，樹冠力鐙弱で枝葉の鐙が少なか‘つた場

合には憧かの生枝打でも影瀞してゐる。このような型の林

木では所謂力枝は相当高い所にあるが，それより遥か下方

から除いても，生長には，かなりの影響があるようであ

る。従って枯枝ばかりでなく生枝迄除か弓とする場合は，

よく調査し， この関係も考慮しなければならないであら

5。なお，瀕死の枝を除くことにより，それに費された冗

な養分を省いて幹の生長を助長し得るとの論もあるが，元

来,瀕死の枝が菱分を吸い上げそこで消費される錘は微細

であらうから，理論的には成り立っても，実際,_1垂は論ず

るに足りない程庭と思はれ為。

（3）スギの枯枝打

一般にスギは下枝が柚れ易く，且つ落ち易いから，ヒノ

キに比較すれば枝打の必要度は少いが，これを行は燕い場

合，どうなるかは，一応承知してゐなければならない。

スギでも枝が枯れてから落る迄には3段階の経過を辿る

もので,最初枯れた当時はまだその枝に弾力があって，多

少の外力力珈わっても落ちない。これを第1期と呼ぶなら

ば，第2期はこの弾力がなくなり，外力が加はれば折れる

状態とな湯。この折れる箇所は枝の蒲け元遁はなく，それ

より2cm～3cmの所が普通であるが，斯くして折れ残っ

た部分は殆ど全部その後に龍いて自然落下の機会はなく，

幹の生長に伴って巻き込薫れてゆくから，それだけの死節

は免れない。

第3期となれば，樹支は殆ど腐朽状態となり僅かの外力

でも完全につけ元から落下する。

この$蹴鳥と厳る年鐡は勿論枝の太さによって一難ではな
いが，僅か直産が1cm位の小枝でも7年から加年瞳の

ものさへあるから着け元から落下するのは外見だけのこと

‘へ
q 」

P

‐

一

■

－33－



＝

山埼：林業雑観
f

し,個為の林木については，多少過度になると思ってもそ

の点迄序に実行すべきである。

この考へ方は元野根営林署長であった故森沢氏から聞い

たことであるが実行に当って参酌すべきものと恩はれるか

ら華に紹介する。．
●

（罰片枝打ちについて

これも私の発案ごはな<，元高知営林局計画課長の故小

寺技師の言であるが，傾翁繩ではどのような砿り扱をして

も四方学、同様に枝が拡がるものではなく，隣接木との接触

関係で上側は下側よりも高い所迄枝噸れ上るのは当然で

ある。普通枝打はある点から下の枝を四方同時に行ってゐ

るが何もその理由はなく，自然の状態に従い上側はそれだ

け多く校訂を行5べきで，利馬の点からも半面の無節を毒

へてもよい姪はないかと云{鍬してゐた。これも興行に当り

考慮すべき問題と思うから共に記載して掻く。ぐつ壁<）

であり，そｵ'迄に既に死節として相当のものが出来てゐる

訳である。

以上の点から．スギでも死節の出来ることは少くないで

あらうから，利用趣馴の径級や其他利用方法等と関連し，

適宜枝打を行うこと力靖利な場合も生ずるであら5。

（4）枝打の程度（高さ）と造材の関係

枝打の目的は樹幹の形質を良くすることにあるから，将

来生産され愚木材の商餓価値も考慮に入れなければならな

い。普通の場合，1本の丸太のうち,元の方催四方無節で

地末口の方に節釣琴ければ依然品等ガ轄ちるから，枝打な

行っても，採材すべき丸太の長さに一致してゐなけ邪ぱ，

その効果沙轆い。

しかも按打は高所の分を髄か宛実行することは困難が伴

うから，成るべく，その林分な平均的に見て採材の長さと

一致する点迄，打つべき枝が出来た時期を見計って実行

垂
1

一
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●日本林学会誌礒34巻8号）

鰯鵜灘 翼蔽驍懸識び…ブ,烈蕾
存在する事について 中塚友一郎

主要記事案内 ……発芽に及ぽ3散光の効果 ｛謝瀧

木雛離紬津篝…｛蒸篝
I1.5No.8)

｛驚周菖塒徴（3） 高橋七五三 ホルモン処理によるスギの』錘探し
関する若干の事例（3）大福喜子男 パルプ原木エゾマツ・トドマツの
材の生産 村上準(訳） 冬山造材功程と利用の集約化に就て 南 福市

宮辺健次郎 ◇樹氷一帯広営林局報一篤2巻8号）

野村蕊 幣広営赫局の国宥制軽営方針と
11巻8号） これを実現するため砺策について 淡谷忠一
題 藤巻吉生 北海通国有林の発展のた必に 蒲生栄
の需給 田中重五 、トドマツ。〃戸エゾマツの生長と
策 関川女之丞 気象要素並に気候区的考察 織田虎男
促進 、村井進 ．◇蒼林一秋田営林局報-(Vol.3No.8)

会田貞助 東北山林の聚落錨置について 杉本 寿
)1_7No.8)

森林保護上の浬点より見た
堀直昌 真正蜘蛛頚の観察記（4） 佐冷木秀吉
上村武 森林警察の話 雛閏函蔑

，3の考察 杉原彦一 鴎風シーズンを迎えて 田口 正

｛騨孫鯉 ◇高知林友一高知営赫局譲一“0壜）Iいて

井腫三郎難駕麓麓磯･遥燕について癖蒙兵頭正寛
〕、819）

栗田勲 直営生産原価分析に関する一私案 岸善一
称弥栄 谷棚山国有林における外国樹種について 商橘福一郎

･るには 高馬進 ◇国立公園 （33号）

江業の諸問題 佐晦弥三郎 自然公園法（1） 渥美節夫
戸田良吉 北調直物見聞記 松村義敏
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●林業経済 (Vo1.5No.8)
澗崇賢本の回転とその特徴（3）

公有林野の管理経営に関する若干の事例
ｶプｰ潔に於けるバルブ材の生産

戦後木材界の推移

西川林業の成立と概況

●月刊林材 （第11巻8号）

アラスカ森林の開発問題

世界各国に於ける木材の需給

山火事の現況とその対策
木材の節減と耐火建築促進

比律賓の木材（3）

．●木材工業 (Vol_7No.8)
重篭物の包装

磯用木材の含水率
釘の保持ガに関する2，3の考察

段ボールの剛直性について

包装木箱と型式

●山 称 (No.819)
高山林

苗畑の雑草
クルミの接木に成功するには

廃材を原料とする繊維工業の諸問題
ウルシの品穣改良計画
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真壁郡古里村葉山（25.8.22)，神奈川泉横須賀市（25.8.

31）にも発生がみられた。然しながら25年度の防除によ

って山梨県甲府市，識采真壁郡古里村，筑遡嬢硲田部

町，埼玉県EI上捉立郡野田村，大門村，南埼玉郡起ケ谷町，

則畷飾郡旭村,早稲田村,東和村,入間郡三芳村,千蘂県

福田村,田中村,江戸川町，小金町，柏町，我孫子町，行徳

町，姉ケ崎町,昭和町，大森町に於ては完全に撲滅するこ

とが出来た。昭和26年には前年防除の不完全であった個

所には, .i苛相当の発生がみられたが，第1化期の防除艇よ

って茨城県稲敷郡佐撤町，埼玉隈大宮市，南埼玉郡八幡

村，八条村，新和村,大相模村，春日壁町,オ鴎飾郡詞ll

町，千葉染野田市，五井町で縦第2化期には発生がみられ

'なかった。斯穰に防除を計画的に早期に実施したとこるで

は，撲滅或は棲息密度の減少を示しているのであるが，東

京都西多摩郡福生町（26.8)，茨城県北相馬郡取手町(26．

2月下旬)，新治郡石岡町（26.8.22)，神詞li,染津久井郡

中野町（26.9.5)，愛知泉名古屋市東大曾摂町（26"9.心，

群馬県前柄市曲論町(26.10.6)に新に発生がみらｵし，太
虫の飛火的性格を示すにいた典つた。斯雛に防除は筒徹底す

るにいたらず，その原因は種冷あると思うが,発見日を見

てもわかる犠に新発生地の発見が遅れている点が窪ず第一

に与げられる。従って，本虫防除の重要怪から早期発見，

繩的の駆除が肝要唇ある｡筒山林に対しての発生は未だ
報告がない。 註：（ ）内は発見月日

I鱈…＄！
遠慮なく何でも訊いて下さい。夫燕の権威者に

依頼して明快な回答をして頂きます（綿集室）
々

肥料木植栽について

（問） 岡山県勝間田町下山里美

杉人工麹緬く成績地並に萠芽薪炭林に林地改良のため，

肥料木を植栽したいのですが，これに適する樹種及び植栽

方法をお知らせ下さい。

（答） 称業試験場｡農博倉田益二郎

杉不成績地を適宜除髭jしてｲ教チハギ詮混植すれば，林

地改良によって杉もその後生長するかも知れまぜん。例え

杉の生長効溶くとも飼・肥料と燃料はとれます。

講読体にはヤマハンノキ， ニセアカシヤがよいでしょ

う。

9尺おきに植えます。よほど地力がおとろえている処で

は初めの年に埜肥として堆肥・潔諜左1本当り50～m0匁

やると大蕊よいです｡金肥なら鱒唆篭30虹位とします。

できれば苗を2年位を山すそか,畑で養苗して,秋､春

に，大苗にして植えると宍全です。

~
且 』

〈ぬぎの挿木
煙害に関する文献

（問） 栃7i蝶塩谷地方事務所制溌課
（問） 岩手県岩手郡松尾村松尾鉱山費材課滝 舜二

当地域は煙害力鑑しいのですが,煙害に対する参考交献
くぬぎの挿木ができるかどうか詣知らぜ願います。

に乏しく，対策に不自由を感じ･種居ります｡鐡噸なる文献W) ′ 林業試験場草下正夫

ナラ類，カシ類は古来挿木が極めて困難な樹種として有 があるかお知らぜ下さい。
（答） 林業試験場調査室鈴木芳栄

名なもので，クヌギに就ては挿木によって苗木を仕立てた
煙害に関する文献としては次の様なものがあります。記録は全く見当りません。故，柳田恵蔵民力執80種の広

， 鏑木徳二:植物の煙害岩波生物学講座昭和5年葉樹に就て挿木議験をしているが，その中にも，ナラ・力
鏑木・庵原:煙害鑑定法大正5年

シ類ぱ一つも無い。唯，ウバメガシに就亡は上原敬二氏：
鈴木千代吉：煙害論大正3年

応用樹木学｣童巻523頁に挿木の適期は6月下旬で日除
沼田大学:森林保護学朝倉書店昭和25年

詮要すると記賊されている。
山本光1森林保謹産叢図書株式会社昭和23年

筒煙害に就いては足尾鉱山と小坂鉱山の煙害に対して，
其の後のアメリカシ圏とトリに就て 夫燕前橋営林局と秋田営林局で対策を行つ:て居りますか

（問） ・山梨県南巨摩地方事務所林務課 ら，直接その方に御問合せになれば参考になるのではない

山下光夫 かと思います。

其の後の「アメリカシロとトリ」の状況において詣知ら
森林測量についてぜ下さい｡

（答り 林業試験場昆虫研究室中原二郎 （問）熊本録下益城郡東砥用村木下利春
「アメリカシロヒ1､リ」に就いては，本誌110号(1951.4) 1山林測麓用トランシツト（ユ分読程度）を製作して

に繁者が発表しているが，昭和25年度に於ては茨城染筑 L､る処がありますか。

波郡谷田部町（25.7.8)，稲製蝿鯛11柴村佐賃{25.7.27), 2 (1分読）眼鐘付ポケットコンパスを製作している処
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（答） 日本科業技術協会測錨旨導部 ．

、1一辺1。の誤差と言えば辺長1/57に相当します。

図上一辺3mmは辺長100m(l:5000の場合辺長20

cm)として1/66に当り, I霊の2者は夫曇調和が伴は

れていますが，1/60程度では非常に甘い測蚤のff方であ

って；詞喋の範囲が極限され，せいぜい計画用か，瞬則の

漉囲に止まり罫す。ゴンパスによるトラバースでは10ﾉが

縮澄できたとう-れぱ（最上の場齢ユ01ﾍ/言これは1/342

に当り，中位の場合30'ﾍ/豆これはユ/114に当り，図上

zt1.5mmV五郎も1/133であって，目的によるが角は

30ﾉV五，図上士1.5mm,/五を採るべきでせ5．

2国有擁野測定溌径を参照じて下さい。

3 トラパーの辺数は種々の蕊津を総合して倒立のもの

でも30辺以内，通常25辺以内とされて限まずb延長は

100m程度とされるのが宜しいでせ5．山岳地域では長い
識菌が困難であるが，できるだけ長くするの力窪蓑しﾙ､。

従って面識重噺らしいトラパー線で包む場合）

(4) 1001n×25(m)=2500m2形r=2500m

．．. r=400mS=元r2=50町

(w) 100m×30(辺)=3000m27Zr=3000m

．．. r=480mSs=冗拶-70町

即ち50町歩以内と詮するのが適当でぜう。 、

がありますか。

3山林地形測量用平板(32cm×28Cm)程度及伸縮脚

を製作している処がありますか。

4誤差論を勉強する為には如何なる本が適当でしょう

か。

5写真測量が鐸すれば一般測侭銭術者は不要輝なる

様准気がしますが御見解をお願いしますb

（答） ～ 日本林業技術協封!i瞳指導部

1 J式トランシツトとトランシツトH2型が適当と思

われ笈す｡詳細は本誌第126号P31な御覧下さい。

2普遍の眼鏡付ポケットコンパスはあり霞すが（測機

舎製では6,700円位)，］/読みのものはありまぜん。ポ

ケット茸ソパスでこの様な微小な角度を読むことは不可能

です。あの短かい磁針が仲々安定しないので，1｡の1/6即

ち10'を読定するのも至難であることは経験でお判りと思

います．

3 この程度のものは地理諺査所で使用している地形測

板に棚当します。メーカーは東京都新宿区四谷台町･ﾕ1番

地原喜重郎。世田ケ谷区北沢2の228鹿子木産業殊式会

社

4誤差論だけを著述したものは一寸思い出せません

が，各種測愛の解説の中には誤差についても論じていま

す。例えばオ，-ム社版測競技術講座には各舞の測量につい

て誤差力謎くられている。

その他林学博士伊藤武夫署実教出版株式会社版［森林測

量｣のP216誤差論,大森叉吉著｢剥､自乗法応用測瞳平

均法」な勘堪ります｡術，国有林野測定規程には各掩の

淵腫について許容誤差がのっています。

5写真測鐙は一つの応用唄瞳であり，基礎測量の勉強

と習練がなければ応用測賦ら技術向上と発展は望震れませ

んb一般測量技術者は基礎を知得しているのですから，こ

の新しい技術をマスターするのには有利な立場にあると思

います。而も写其測量と錐も地上基準点なしにば成立しま

せんし，大縮尺の測図には撮影，測定機械の整備，測斌技

術者の面から制約されます。測量の形態としては地上,写

真各盈の長短を補足して､唾発達することが望ましいと思

います。

華
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－近刊予告一
スギ・ヒノキ・アカマヅの榮養並に

森林土壌肥沃産に関する研究

東大教授芝本武夫著、

B5版上製本函入250頁金
定価550円 〒65円

著者が昭和3年東大卒業以来20有余年に亙って専

心研究を続けた成果を取り纏めたものである。第1編

はスギ，ヒノキ，アカマツの栄養に関する研究，第2

編は森林土壌の肥沃度を左右す鐙主要な士壊性質の究

明，第3綱まスギ，ヒノキの人工林土壌の究明の3編

から成って居る。吾が国森維醸の肥沃度の根底をな

す各因子の把握と之に立脚する肥埼法を攻究する上の

基礎資料となるべき大著である。

本謬は著者が林野庁に対し出された報告書であって

特に当局の許可と著者の承溌を得で本会は極少部数の

み希望者に頒布するものである。
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（問） 徳島%鏑1塁H丁林 武

1森林測斌でコンパスを用いトラバーを組む場合そ

の測角誤差は60/ﾍ/五，叉トラバースの結果を図に表はし

た場合その閉差縦図上士3mmV豆で良いか。

2森林測愛の許容誤差を問5．

3 トラバースは何辺をもち，面稜は約何町歩以内にて

ク戸一ズすろを理想とするか。

目下印刷中，本月末頃完成の見込，部数は極く少数

しかありませんから成る可<予約申込して置かれるよ

うお勧めします。

日 林協

－36－
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林
業
手
帳

来
年
も
日
林
協
の
林
業
手
帳
が
皆
嫌
の
日
常
の
仕
事
に
ど
ん

な
に
か
役
立
つ
こ
と
で
せ
う
。

一
層
内
容
の
整
備
を
図
り
、
目
下
印
刷
中
で
す

寡
罐
蕊
籍
蕊
瀦
疑
渥

編
集
；
本
会
が
林
蕊
願
赫
業
試
験
堵
大
学
等
の
夫
持
の

各
部
門
の
エ
ギ
ろ
く
１
卜
に
委
嘱
し
て
蒐
集
し
た
褒

料
に
よ
っ
て
編
集
し
た
も
の
で
す
。

内
容
：
世
界
及
び
日
本
の
各
種
林
業
統
計
、
気
象
・
土
雛
・

造
林
・
撫
育
・
養
苗
・
保
護
・
経
営
・
作
業
・
利
用

土
木
・
砂
防
等
の
参
考
篇
、
林
業
官
庁
・
試
験
場
・

学
校
・
団
体
其
の
他
材
積
表
・
度
量
衡
換
算
表
等
内

容
豊
富
な
附
録
詮
待
つ
日
誌
で
あ
り
ま
す
。

外
形
・
・
ポ
ケ
ッ
ト
型
、
鉛
筆
付
、
布
ク
戸
１
ス
の
堅
牢
な
装

砿
で
す
。

毎
年
締
割
り
後
注
文
が
殺
到
し
入
手
出
来
な
い
気
の
毒
な
方

も
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
今
年
こ
そ
ほ
お
忘
れ
な
く
今
直
ち
に

御
申
込
み
下
さ
い
。

定
債
一
冊
一
二
○
圓
遥
料
一
冊
八
圓

、
。
◎
予
約
募
集
。
。
。

◇
予
約
特
価
一
冊
一
○
○
円

（
一
○
冊
以
上
は
送
料
不
要
）

◇
予
約
申
込
金
一
冊
に
付
五
○
円

申
込
と
同
時
に
御
掻
込
み
願
蓑
す
。
残
金
は
配
本
後

直
ち
に
御
送
金
願
雀
す
。

◇
予
約
申
込
期
日
十
月
末
日
限

締
切
期
日
を
経
過
し
た
場
合
は
お
引
受
け
出
来
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
配
本
は
十
二
月
十
日
頃
迄
に
完
辱
の
予
定
・

○
成
る
可
く
各
職
域
で
多
数
取
り
ま
と
め
て
御
申
込
下
さ
い

○
御
申
込
及
び
残
金
の
御
払
込
は
振
替
（
東
京
六
○
四
四
八
）

が
最
も
確
実
で
簡
便
で
す

肚
團
法
人
日
本
林
業
技
術
協
會

東
京
都
千
代
田
区
六
番
町
七

（
振
替
東
京
六
○
四
四
八
番
）

一
九
五
三
年
版

〃

１
〃

では皿日開催予定の台湾林学会総会に於て最近の日本林

業について講演し’又主として台北に於て政府及び民間

の要人と懇談し，更に各地視察の上座談会に出席，来る

9月20日頃には帰国の予定である。

編集室より

◇漸く灯火親しむ候本誌も各編集委員の熱心な検討によ

って一層内容の充実を図りつ上ある，恐らく次号或は次々

号あたりから漸次その努力が形に現はれて来るであろう。

何と云っても本会の生命は本誌に在り，且全国で1万2千

の発行部数を有し林業界では断然圧当して居る本誌が質に

於てもこれに伴はなければならないことは言を俟たない。

私達は今後最大の努力を扱うことを誓うものであるがそれ

と同時に本誌の読者である会員各位にあっても本誌の在り

方についてはどしどしと忠告なり意見なりを漏らして頂き

たいものである。

◇林業手帳については毎年印刷がおくれて御迷惑をかけ

た向も多かったが，今年こそはそんなことがない猿に着持

準備中ですb参考資料については一段と叉充実されたこと

は勿論です。

『

会務報告

O第4回懸愛論文，第2回赫業写貫コンクール何れも作品

を募集中，本誌29頁及び本誌前号（8月-126号）を

参照して下さい。

○写真コンクール

本会の30周年記念事業の一として実施した写真コン

クールは非常な好評で本会及び支部分会等の主催によっ

て次の嫌に各地でその展篭会を実施されて居る（計画中
のものも含めて）

3月27日本会30周年記念式典（於番町小学校講堂）

4月3日～5日 日林協東京支部

4月10日～12日東京都（於日比谷公園）

4月14日～21日 日林協長野支部（於松本市）

5月1日～7日兵庫県分会（於姫路市）

6月1日～8日 日林協九州支部（於宮崎市）

8月1日～3日 日林協九州支部（於熊本市） 、

8月28日～9月8日鳥取采（於鳥賑市及米子市）

10月1日～14日岐阜采（予定）

10月22日～26日 日林協奥羽支部（予定）

11月1日～5日新潟采（予定） 以上

O名古屋市部総会

本会名古屋麦間聡会は8月24日名古屋市に於て日本林

学会中部支部総会と併せて磯大に開催された。

○旭川支部役員会

本会旭川支部役員会は8月29日旭川市外神居古諏に於

て折柄，石狩川源流原生林総合調査のため来旭中の松川

理事長,松原専務理事も出席して開催された。

O松川理事長渡台

前号で予告した通り松川理事長は中華民国林学会の招

請によって9月12日午前1時羽田発台湾に向った。同地

ノ

／

I

↓

、
９

昭和27年9月5日印刷 脚而40円
昭和27年9月10日発行 （送料共） ；

林業 技 術 第127号，

（改題第34号・発行部数11,600部）
編集発行人松 原 茂
印刷人 山 名 富哉
印刷所合同印刷株式会社
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新刊案内…000 日本林業技術協會の新刊書は
毎月此の頁で紹介致しますー

…~-"､林業技術叢書-,-,--～

第''輯農博･理博舘脇 操著樹木の形態（樹木学第'編）
A5版。96頁・図版65．定価125R(会員110円）〒16円 、

20有余年に亘る北大林学科に於ける森林植物学の識義を韮として樹木学としてま.とめた第1
編である。樹木学の根底をなす樹木の形態に関し，研究並に実際上に役立ち，かつ野外に於
ても容易に，しかも科学的に自然に接するように特に配慮せられたもので，出来る丈け図解

を入れて用語の解釈に意左注1,､で居る。

林業家力批の穣な知識を身につけて森林に接するならば吾が国の林業は著しく躍進出来るで

あろう。森林樹木に関する絶好の基礎盗料。

－－－､林業普及シリーズ､ヘヘヘー､－

平田徳太郎著出 水一降雨の流出一価'30阜儒理0円）No.34

〃近来森林の治水的効用として侵蝕崩壊を防止して土砂の流出を防ぐ作用を重視せんとする
傾きがある。これも水害の重要な一方面ではあるが，侵蝕や崩壊も帰する所は降水が河水と

なる経路中に永の営みとして起る現像であって，これが防止のための植栽叉は工事の適切な
る手段は，降水が流域の土地上下に於ける行程を明らかにして始めて判明するわけである｡〃

と篝者は関係技術者に警告して居る。

‐-,-､へ－林業解説シリーズー'､ﾊﾊｰﾍｰ

第48冊 村山醸避箸 キクイムシの生活 価40円〒8円
わが森林の櫻塗虫による被害は1948年には500万石をこえ， 1949年には600万石に近
かった。この小さな虫による大きな損害をふをぐほ頚はわｵ'卦つれに任されている。それはキ
クイの鍾違をしっかりとつかむことからはじめなければならない。

第49冊 中島広吉著北海道の樹種別蓄積 価40円〒8円
糖密な喪料から集計された針広26職緬それぞれの…の地区別の分布を図と表とをもっ
て示したこれまでにない貴重なしらべである。早く申し込まぬと手腫入らぬことがある。

″

（
興
林
こ
だ
ま
改
題
第
三
十
四
号
）

山林局･日州獅 林業用度量衡換算表
ポケット型(A6脚・230頁･上製。良質用紙使用。定価150R(会員135円)。〒16円

曾て山林局が編集して，国有林関係全職員が，日常使用し非常に役立ったものであるが，本
会は今度林野庁の認可を得て此の資料の上に更に最近必要性を加えて来たヤード，ポンド法
の換算表な作製増補した。長さ。面繊。立積。重澄その他の計量について尺貫法・メートル

法及びヤード，ポンド法夫‘々相互の換算表を最も役に立つように見易く作ったものである。

本邦原野に関する研究 価650円〒65円大迫元雄著

B5版。上製函入。211頁。写爽108葉（原色版16葉）

限定版であるが極く繊少ながら余部があるので,御希望の方ば至急御申込下さい。現在の処
増版の計画はありません。

頒
価
四
十
圓
（
送
料
共
）I

●

東京都千代田区六番町七
電話（33）7627 謀日本赫業技術協 振替口座

東京60“8番會
｡、 可。
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